
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

国語 現代の国語
国語 現代の国語 1

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができる
ようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う 。

大修館書店　現代の国語

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自
覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

９　情報を比較する
【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係について理
解させる。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章に含ま
れている情報を相互に関係付けながら、内容や書き手
の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などに
ついて評価したりするとともに、自分の考えを深めさ
せる。［Ｃ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をもち、共通
点や相違点をとらえさせる。

・指導事項：・複数の文章を比較し、共通点や
相違点をとらえる。

・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換などの
協働的学習で活用する。

○ ○ ○

【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章に含まれている情報を
相互に関係付けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構
成や論理の展開などについて評価したりするとともに、自分の考えを
深めている。［Ｃ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をもち、共通点や相違点をと
らえようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

９　情報を比較する
【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係について理
解させる。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章や図表
などに含まれている情報を相互に関係付けながら、内
容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の
展開などについて評価したりするとともに、自分の考
えを深めさせる。［Ｃ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をもち、共通
点や相違点をとらえさせる。

・指導事項：・複数の文章を比較し、共通点や
相違点をとらえる。

・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換などの
協働的学習で活用する。

○ ○ ○

【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章や図表などに含まれて
いる情報を相互に関係付けながら、内容や書き手の意図を解釈した
り、文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに、
自分の考えを深めている。［Ｃ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をもち、共通点や相違点をと
らえようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

10　他者を動かす
【知識・技能】
・実社会において理解したり表現したりするために必
要な語句の量を増すとともに、語句や語彙の構造や特
色、用法および表記の仕方などを理解し、話や文章の
中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにさせ
る。[(1)エ]
・主張と論拠など情報と情報との関係について理解さ
せる。[(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の考えやことがらが的
確に伝わるよう、根拠の示し方や説明のしかたを考え
るとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の
しかたを工夫している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
　・積極的に、課題に沿った「提案に必要な要素」を
挙げさせる。

・指導事項：・提案を検討する際に必要な要素
を押さえる。
・効果的な表現や資料の提示のしかたを工夫す
る。
・図表などから必要な情報を読み取る。

・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換などの
協働的学習で活用する。

○ ○ ○

【知識・技能】
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を
増すとともに、語句や語彙の構造や特色、用法および表記の仕方など
を理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊か
にしている。[(1)エ]
・主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。[(2)
ア]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の考えやことがらが的確に伝わるよ
う、根拠の示し方や説明のしかたを考えるとともに、文章の種類や、
文体、語句などの表現のしかたを工夫している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
　・積極的に、課題に沿った「提案に必要な要素」を挙げようとして
いる。

○ ○ ○ 6

定期考査

5

定期考査

○ ○ 1

11　主張を吟味する
【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたについて理解
を深め使わせる。［(2)エ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章や図表
などに含まれている情報を相互に関係付けながら、内
容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の
展開などについて評価したりするとともに、自分の考
えを深めさせる。［Ｃ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報の信頼性や妥当性を吟味しながら読ませる。

・指導事項：・文章中の根拠や引用に注目し、
その妥当性や信頼性を吟味する。
・他者の主張をふまえて、自分の考えを書く。
・討論の流れと司会者・参加者それぞれの役割
を理解する。
・自分の考えが伝わるよう、論理の流れに注意
して発言する。

・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換などの
協働的学習で活用する。

○ ○ ○

３
学
期

12　考えを発信する
【知識・技能】
・主張の根拠の信頼性や妥当性について、確かめたり
吟味させる。［(2)エ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて文中の情報を
関連付けながら内容や書き手の意図を解釈し、自分の
考えを深めさせる。［Ｃ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、自分の目的に応じた情報を文章から取り
出し、自分の考えを形成したり修正したりすることに
活用させる。

・指導事項：・目的に即して、文章から必要な
情報を読み取る。
・読み取った情報を活用する。

・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換などの
協働的学習で活用する。

○ ○

【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたについて理解を深め使ってい
る。［(2)エ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章や図表などに含まれて
いる情報を相互に関係付けながら、内容や書き手の意図を解釈した
り、文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに、
自分の考えを深めている。［Ｃ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報の信頼性や妥当性を吟味しながら読もうとしている。

○ ○ ○

○

【知識・技能】
・主張の根拠の信頼性や妥当性について、確かめたり吟味したりして
いる。［(2)エ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて文中の情報を関連付けながら
内容や書き手の意図を解釈し、自分の考えを深めている。［Ｃ(1)
イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、自分の目的に応じた情報を文章から取り出し、自分の考
えを形成したり修正したりすることに活用しようとしている。

○ ○ ○ 8

○ ○ 1

○ ○ 1

合計

35

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科　地歴 科目　地理総合
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地歴 地理総合 2

播正　圭史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られ
る課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養
う。
地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化
を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高校生の地理総合（帝国書院）　　標準高等地図（帝国書院）

地歴

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付ける。

地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多
様性や、防災、地域や地球的課題への取組などを理
解するとともに、地図や地理情報システムなどを用
いて、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連
を、位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依
存関係、空間的相互依存作用、地域などに着目し
て、概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り、 地理的な課題の解決に向けて構想したりする
力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、
それらを基に議論したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決
しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される日本国民とし
ての自覚、我が国の国土に対する愛情、世界の諸地
域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切
さについての自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・指導事項
国家の領域と国境はどのように定
められ、日本の位置と領域にはど
のような特徴があるのか理解させ
る。
現代世界を表したさまざまな地図
から、人やモノ、情報の結びつき
を読み取ることができるようす
る。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　世界を構成する国家の領域の定め方、地図
を通して世界の国々の結びつき方、交通、通
信、人の移動の特徴を理解している。
国家の領域や世界の国々の結びつき、交通、
通信、人の移動の特徴を見いだすための、読
図の技能を身につけている。

【思考・判断・表現】
　国家の領域はどのように定められており、
どのような領土問題があるのかや、世界の
国々はどのように結びついており、どのよう
な交通、通信、人の移動の特徴があるのかに
ついて、地図を通して多面的・多角的に考察
し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　国家の領域の定め方や領土問題、世界の
国々の結びつき方、交通、通信、人の移動の
特徴について、地図を通して主体的に追究
し、課題を見いだしている。

○ ○ ○ 4

配当
時数

１
学
期

1部　地図や地理情報システムでと
らえる現代世界
1章　地図や地理情報システムと現
代世界
【知識及び技能】
 地球儀やさまざまな図法の地図か
ら現代世界の姿を読み取ることを通
じて、地図や地理情報システムの役
割や有用性を理解する。
地球儀やさまざまな図法の地図から
現代世界の姿を読み取る技能や、地
図や地理情報システムを利用する技
能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
　各種の地図にはどのような特徴が
あるのかや、地図や地理情報システ
ムはどのように利用できるのかにつ
いて、多面的・多角的に考察し、表
現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　目的に応じた地図や地理情報シス
テムの利活用の方法について、主体
的に追究し、課題を見いだす。

・指導事項
地球儀やさまざまな図法の地図か
ら、現代世界の姿を読み取らせ
る。
地図と地理情報システム（GIS）に
は、それぞれどのような役割や有
用性があるのか理解させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
 地球儀やさまざまな図法の地図から現代世界
の姿を読み取ることを通じて、地図や地理情
報システムの役割や有用性を理解している。
地球儀やさまざまな図法の地図から現代世界
の姿を読み取る技能や、地図や地理情報シス
テムを利用する技能を身につけている。

【思考・判断・表現】
 各種の地図にはどのような特徴があるのか
や、地図や地理情報システムはどのように利
用できるのかについて、多面的・多角的に考
察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
 目的に応じた地図や地理情報システムの利活
用の方法について、主体的に追究し、課題を
見いだしている。

○ ○ ○ 5

1部　地図や地理情報システムでと
らえる現代世界
2章　結びつきを深める現代世界
【知識及び技能】
　世界を構成する国家の領域の定め
方や、地図を通して世界の国々の結
びつき方、交通、通信、人の移動の
特徴を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　国家の領域はどのように定められ
ており、どのような領土問題がある
のかや、世界の国々はどのように結
びついており、どのような交通、通
信、人の移動の特徴があるのかにつ
いて、地図を通して多面的・多角的
に考察し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　国家の領域の定め方や領土問題、
世界の国々の結びつき方、交通、通
信、人の移動の特徴について、地図
を通して主体的に追究し、課題を見
いだす。

1
定期考査

○ ○ 〇



１
学
期

2部　国際理解と国際協力
1章　生活文化の多様性と国際理解
【知識・技能】
　世界の多様な生活文化が、自然環
境や社会環境を背景に、互いに影響
を及ぼし合いながら形成されてきた
ことを理解する。
世界の生活文化の多様性の背景とな
るものや、世界の生活文化の相互関
係を見いだすための、地理的見方・
考え方を身につける。

【思考・判断・表現】
　地形や気候、産業とその発展、歴
史、人の移動、他地域との結びつき
に着目しながら、世界の生活文化の
多様性がどのように形成されてきた
のかについて、多面的・多角的に考
察し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　世界の多様な生活文化を尊重し、
共生を図っていくことについて、主
体的に追究し、課題を見いだす。

・指導事項
世界各地の特色ある生活文化につ
いて、その背景にある自然環境や
社会環境に着目し、テーマごとに
考察させる。
世界各地にみられる地形は、人々
の生活とどのように関わっている
のか理解させる。
気候の違いが、人々の生活にどの
ような影響を与えているのか理解
させる。
産業の発展が人々の生活にどのよ
うな影響を与えてきたのか理解さ
せる。
宗教・民族・言語は人々の生活に
どのような影響を与えているのか
理解させる。
世界各地の特色ある生活文化を考
察するにあたって、まず日本の生
活文化における世界と共通点・相
違点に着目する。そして、自然環
境、産業、宗教・歴史、結びつき
の各テーマから一つずつ事例を選
んで学習する。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　世界の多様な生活文化が、自然環境や社会
環境を背景に、互いに影響を及ぼし合いなが
ら形成されてきたことを理解している。
世界の生活文化の多様性の背景となるもの
や、世界の生活文化の相互関係を見いだすた
めの、地理的見方・考え方を身につけてい
る。

【思考・判断・表現】
　地形や気候、産業とその発展、歴史、人の
移動、他地域との結びつきに着目しながら、
世界の生活文化の多様性がどのように形成さ
れてきたのかについて、多面的・多角的に考
察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　世界の多様な生活文化を尊重し、共生を
図っていくことについて、主体的に追究し、
課題を見いだしている。
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２
学
期

事例学習【自然環境】

乾燥地域で育まれてきた生活文化の
変化　-中央アジア・西アジア・北
アフリカ-

【知識・技能】
　気候・風土が深く関係して、ある
地域の生活と文化とその特徴が形成
されることを理解する。
　気候・風土と深く関係しながら広
まった宗教が、人々の暮らしに根づ
き、影響を与えていることを理解す
る。
　豊かな資源によって人々の生活が
変化してきたことについて理解す
る。

【思考・判断・表現】
　古くから栄えた文明に着目しなが
ら、乾燥地域ならではの生活や産業
がどのように成立し、工夫しながら
発展してきたのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現する。
　他宗教との共存に着目しながら、
乾燥地域に発祥した複数の宗教がど
のように関係し合ったり、人々の暮
らしに影響を与えたりしているのか
について、多面的・多角的に考察
し、表現する。
　石油資源が生み出す利益と格差の
両面に着目しながら、油田開発の歴
史や産油国の組織化が人々の生活に
どのような影響を与えてきたのかに
ついて、多面的・多角的に考察し．
表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　乾燥した気候・風土が、そこでの
生活や産業に影響を与えながら発展
を促してきたことについて、主体的
に追究し、課題を見いだす。
　乾燥地域で生まれ、根付いた複数
の宗教の相互関係や、人々が共存し
て暮らしていくことについて、主体
的に追究し、課題を見いだす。
　豊かな石油資源による人々の生活
の変化として、豊かな生活をもたら
した側面と、紛争や宗教・民族間対
立をもたらした側面について、主体
的に追究し、課題を見いだす。

・指導事項【自然環境】
乾燥した気候の下、どのような文
化が育まれ、人々の生活はどのよ
うに変化してきたのか理解させ
る。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　気候・風土が深く関係して、ある地域の生
活と文化とその特徴が形成されることについ
て理解している。
　気候・風土と深く関係しながら広まった宗
教が、人々の暮らしに根づき、影響を与えて
いることについて理解している。
　豊かな資源によって人々の生活が変化して
きたことについて理解している。

【思考・判断・表現】
　他宗教との共存に着目しながら、乾燥地域
に発祥した複数の宗教がどのように関係し
合ったり、人々の暮らしに影響を与えたりし
ているのかについて、多面的・多角的に考察
し、表現している。
　古くから栄えた文明に着目しながら、乾燥
地域ならではの生活や産業がどのように成立
し、工夫しながら発展してきたのかについ
て、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
　石油資源が生み出す利益と格差の両面に着
目しながら、油田開発の歴史や産油国の組織
化が人々の生活にどのような影響を与えてき
たのかについて、多面的・多角的に考察し．
表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　乾燥した気候・風土が、そこでの生活や産
業に影響を与えながら発展を促してきたこと
について、主体的に追究し、課題を見いだし
ている。
　乾燥地域で生まれ、根付いた複数の宗教の
相互関係や、人々が共存して暮らしていくこ
とについて、主体的に追究し、課題を見いだ
している。
　豊かな石油資源による人々の生活の変化と
して、豊かな生活をもたらした側面と、紛争
や宗教・民族間対立をもたらした側面につい
て、主体的に追究し、課題を見いだしてい
る。
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２
学
期

事例学習【自然環境】

乾燥地域で育まれてきた生活文化の
変化　-中央アジア・西アジア・北
アフリカ-

【知識・技能】
　気候・風土が深く関係して、ある
地域の生活と文化とその特徴が形成
されることを理解する。
　気候・風土と深く関係しながら広
まった宗教が、人々の暮らしに根づ
き、影響を与えていることを理解す
る。
　豊かな資源によって人々の生活が
変化してきたことについて理解す
る。

【思考・判断・表現】
　古くから栄えた文明に着目しなが
ら、乾燥地域ならではの生活や産業
がどのように成立し、工夫しながら
発展してきたのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現する。
　他宗教との共存に着目しながら、
乾燥地域に発祥した複数の宗教がど
のように関係し合ったり、人々の暮
らしに影響を与えたりしているのか
について、多面的・多角的に考察
し、表現する。
　石油資源が生み出す利益と格差の
両面に着目しながら、油田開発の歴
史や産油国の組織化が人々の生活に
どのような影響を与えてきたのかに
ついて、多面的・多角的に考察し．
表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　乾燥した気候・風土が、そこでの
生活や産業に影響を与えながら発展
を促してきたことについて、主体的
に追究し、課題を見いだす。
　乾燥地域で生まれ、根付いた複数
の宗教の相互関係や、人々が共存し
て暮らしていくことについて、主体
的に追究し、課題を見いだす。
　豊かな石油資源による人々の生活
の変化として、豊かな生活をもたら
した側面と、紛争や宗教・民族間対
立をもたらした側面について、主体
的に追究し、課題を見いだす。

・指導事項【自然環境】
乾燥した気候の下、どのような文
化が育まれ、人々の生活はどのよ
うに変化してきたのか理解させ
る。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　気候・風土が深く関係して、ある地域の生
活と文化とその特徴が形成されることについ
て理解している。
　気候・風土と深く関係しながら広まった宗
教が、人々の暮らしに根づき、影響を与えて
いることについて理解している。
　豊かな資源によって人々の生活が変化して
きたことについて理解している。

【思考・判断・表現】
　他宗教との共存に着目しながら、乾燥地域
に発祥した複数の宗教がどのように関係し
合ったり、人々の暮らしに影響を与えたりし
ているのかについて、多面的・多角的に考察
し、表現している。
　古くから栄えた文明に着目しながら、乾燥
地域ならではの生活や産業がどのように成立
し、工夫しながら発展してきたのかについ
て、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
　石油資源が生み出す利益と格差の両面に着
目しながら、油田開発の歴史や産油国の組織
化が人々の生活にどのような影響を与えてき
たのかについて、多面的・多角的に考察し．
表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　乾燥した気候・風土が、そこでの生活や産
業に影響を与えながら発展を促してきたこと
について、主体的に追究し、課題を見いだし
ている。
　乾燥地域で生まれ、根付いた複数の宗教の
相互関係や、人々が共存して暮らしていくこ
とについて、主体的に追究し、課題を見いだ
している。
　豊かな石油資源による人々の生活の変化と
して、豊かな生活をもたらした側面と、紛争
や宗教・民族間対立をもたらした側面につい
て、主体的に追究し、課題を見いだしてい
る。

○ ○ ○ 4



・指導事項
　多民族からなる中国において、
経済発展は人々の生活にどのよう
な変化をもたらしたのか。言語や
宗教、歴史に着目させる。
　経済発展は、中国の食生活にど
のような変化をもたらしたのか。
地域ごとに異なる食文化や農業に
着目させる。
　経済発展を支える中国の豊富な
労働力は、どのように変化してき
たのか。人口政策や人口構成に着
目させる。
　経済発展に伴う中国の都市化
は、そこに暮らす人々の生活にど
のような変化をもたらしたのか。
地域格差に着目させる。
　経済発展は、韓国の人々の生活
や文化にどのような変化をもたら
したのか。産業の特徴に着目させ
る。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　多民族国家として中国をとらえたうえで、
経済発展が人々の生活に影響を与えてきたこ
とについて理解している。
　経済発展に伴って、中国の食生活が変化し
たことについて理解している。
　経済発展をもたらした中国の豊富な人口
が、人口政策を経て、人口構成の面で変化し
てきたことについて理解している。
　経済発展に伴う中国の都市化によって、
人々の生活が変化してきたことについて理解
している。
　経済発展に伴って韓国の人々の生活や文化
が変化してきたことについて理解している。

【思考・判断・表現】
　言語や宗教、歴史に着目しながら、中国の
経済発展が人々の生活をどのように変化させ
たのかについて、多面的・多角的に考察し、
表現している。
　自然環境の差異や農業に着目しながら、経
済発展が中国の食生活をどのように変化させ
たのかについて、多面的・多角的に考察し、
表現している。
　人口政策や人口構成に着目しながら、経済
発展をもたらした中国の豊富な人口がどのよ
うに変化してきたのかについて、多面的・多
角的に考察し、表現している。
　都市化が進んだ地域とそうでない地域があ
ることに着目しながら、経済発展がそれぞれ
の地域で人々の生活をどのように変化させた
のかについて、多面的・多角的に考察し、表
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２
学
期

事例学習【産業】
経済発展による生活文化の変化　-
東アジア-

【知識及び技能】
　多民族国家として中国をとらえた
うえで、経済発展が人々の生活に影
響を与えてきたことについて理解す
る。
　経済発展に伴って、中国の食生活
が変化したことについて理解する。
　経済発展をもたらした中国の豊富
な人口が、人口政策を経て、人口構
成の面で変化してきたことについて
理解する。
　経済発展に伴う中国の都市化に
よって、人々の生活が変化してきた
ことについて理解する。
　経済発展に伴って韓国の人々の生
活や文化が変化してきたことについ
て理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　言語や宗教、歴史に着目しなが
ら、中国の経済発展が人々の生活を
どのように変化させたのかについ
て、多面的・多角的に考察し、表現
する。
　自然環境の差異や農業に着目しな
がら、経済発展が中国の食生活をど
のように変化させたのかについて、
多面的・多角的に考察し、表現す

3

事例学習【宗教】
開発の歴史と生活文化の関わり　-
ラテンアメリカ-

【知識及び技能】
　ヨーロッパ人の進出が人々の生活
や文化に影響を与えてきたことにつ
いて理解する。
　先住民やヨーロッパ人による農業
開発によって、固有の食文化が育ま
れてきたことについて理解する。
　鉱山開発や鉱工業の発展が人々の
生活に影響を与えたことについて理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　歴史的背景や宗教、自然環境に着
目しながら、伝統的な社会とヨー
ロッパ人がもたらした生活や文化が
どのように融合していったのかにつ
いて、多面的・多角的に考察し、表
現する。
　自然環境や歴史的背景に着目しな
がら、先住民やヨーロッパ人による
農業開発がどのような食文化を育ん
だのかについて、多面的・多角的に
考察し、表現する。
　ブラジルとメキシコの工業化の背
景に着目しながら、鉱山開発や鉱工
業の発展が人々の生活にどのような
影響を与えたのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現する。

・指導事項
　ヨーロッパ人の進出は、現在の
人々の生活や文化にどのような影
響を与えているのか。歴史的背景
や宗教、自然環境に着目させる。
　先住民やヨーロッパ人が行って
きた農業の開発によって、どのよ
うな食文化が育まれてきたのか。
自然環境や歴史的背景に着目させ
る。。
　鉱山の開発から始まった鉱工業
は、現在の人々の生活にどのよう
な影響を与えたのか。ブラジルと
メキシコの工業化の背景に着目さ
せる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　ヨーロッパ人の進出が人々の生活や文化に
影響を与えてきたことについて理解してい
る。
　先住民やヨーロッパ人による農業開発に
よって、固有の食文化が育まれてきたことに
ついて理解している。
　鉱山開発や鉱工業の発展が人々の生活に影
響を与えたことについて理解している。

【思考・判断・表現】
　歴史的背景や宗教、自然環境に着目しなが
ら、伝統的な社会とヨーロッパ人がもたらし
た生活や文化がどのように融合していったの
かについて、多面的・多角的に考察し、表現
している。
　自然環境や歴史的背景に着目しながら、先
住民やヨーロッパ人による農業開発がどのよ
うな食文化を育んだのかについて、多面的・
多角的に考察し、表現している。
　ブラジルとメキシコの工業化の背景に着目
しながら、鉱山開発や鉱工業の発展が人々の
生活にどのような影響を与えたのかについ
て、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自然環境を背景に形成されてきた伝統的な
生活や文化と、他地域からもたらされた宗教
や文化が融合して新たな生活様式ができるこ
とについて、主体的に追究し、課題を見いだ
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２
学
期

事例学習【結びつき】
結びつきの変化がもたらす生活文化
への影響　-オセアニア-

【知識及び技能】
　各地からの移民が、文化や社会に
影響を与えてきたことについて理解
する。
　ヨーロッパからの移民が食文化の
形成に関わってきたことについて理
解する。
　アジアとの交流の深まりが、人々
の生活や国の産業に影響を与えてい
ることについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　植民地の歴史や移民の出身国の変
化に着目しながら、多文化社会がど
のように形成されてきたのかについ
て、多面的・多角的に考察し、表現
する。
　気候や農業に着目しながら、伝統
的な生活や食文化と、移民によって
もたらされた生活と食文化がどのよ
うに形成されてきたのかについて、
多面的・多角的に考察し、表現す
る。
　文化的交流や経済的交流に着目し
ながら、アジアとの交流が人々の生
活や国の産業にどのような影響を与
えているのかについて、多面的・多
角的に考察し、表現する。

・指導事項
　各地からの移民は、文化や社会
にどのような影響を与えてきたの
か。植民地の歴史や移民の出身国
の変化に着目させる。
　ヨーロッパからの移民は、現地
の食文化にどのような影響を与え
たのか。気候や農業に着目させ
る。
　深まるアジアとの交流は、人々
の生活や国の産業にどのような影
響を与えているのか。文化的交流
や経済的交流に着目させる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　各地からの移民が、文化や社会に影響を与
えてきたことについて理解している。
　ヨーロッパからの移民が食文化の形成に関
わってきたことについて理解している。
　アジアとの交流の深まりが、人々の生活や
国の産業に影響を与えていることについて理
解している。

【思考・判断・表現】
　植民地の歴史や移民の出身国の変化に着目
しながら、多文化社会がどのように形成され
てきたのかについて、多面的・多角的に考察
し、表現している。
　気候や農業に着目しながら、伝統的な生活
や食文化と、移民によってもたらされた生活
と食文化がどのように形成されてきたのかに
ついて、多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
　文化的交流や経済的交流に着目しながら、
アジアとの交流が人々の生活や国の産業にど
のような影響を与えているのかについて、多
面的・多角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　多文化主義の政策が社会に与えた影響につ
いて、主体的に追究し、課題を見いだしてい
る。
　人の移動によって食文化が変化したり、新
たな食文化が生じたりすることについて、主
体的に追究し、課題を見いだしている。
　新たな地域との交流が深まることで、人々

○ ○ ○ 3

1

2部　国際理解と国際協力
2章　地球的課題と国際協力

【知識・技能】
　地球的課題が生じている場所や要
因、課題どうしが相互に関係し合っ
ていることを理解する。

【思考・判断・表現】
　地球的課題がどこで、どのように
生じているのかや、解決のためにど
のような取り組みがなされているの
かについて、多面的・多角的に考察
し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　持続可能な開発を実現するために
必要な取り組みや国際協力のあり方
について、主体的に追究し、課題を
見いだす。

・指導事項
　地域によって異なる人口問題に
対し、どのような対策ができるか
考える。
　世界にはどのような食料問題が
あり、その解決のためにどのよう
な取り組みが必要か考える。
　世界にはどのような都市 ・居住
問題があり、どのような取り組み
が行われているのか考える。
　広がりを増す感染症・衛生問題
とどのように向き合う必要がある
のか考える。
　生活に欠かせない資源・エネル
ギーをどのように生み出し、利用
していくべきか考える。
　地球環境問題を解決するために
はどのような取り組みが求められ
るのか考える。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　地球的課題が生じている場所や要因、課題
どうしが相互に関係し合っていることを理解
している。
地球的課題が生じている場所や要因、課題ど
うしが相互に関係し合っていることを見いだ
すための、地理的見方・考え方を身につけて
いる。

【思考・判断・表現】
　地球的課題がどこで、どのように生じてい
るのかや、解決のためにどのような取り組み
がなされているのかについて、多面的・多角
的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　持続可能な開発を実現するために必要な取
り組みや国際協力のあり方について、主体的
に追究し、課題を見いだしている。

○ ○ ○ 11

定期考査
○ ○ 〇

1

３
学
期

3部　持続可能な地域づくりと私た
ち
1章　自然環境と防災

【知識・技能】
　自然災害が生じる場所と要因、日
本の自然災害の特徴、生活のなかに
みられる防災・減災への取り組みを
理解する。
　自然災害が生じる場所や要因、日
本の自然災害の特徴、生活のなかに
みられる防災・減災への取り組みを
見いだすための、地理的見方・考え
方を身につける。

【思考・判断・表現】
　どのような自然災害がどのような
場所で生じるのかや、日本の自然災
害にはどのような特徴があるのか、
どのような防災・減災への取り組み
がなされているのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自然環境には災害と恩恵の両側面
があり、人々が生活していくうえで
必要な防災・減災に向けた備えにつ
いて、主体的に追究し、課題を見い
だす。

・指導事項
　日本の自然環境は、世界と比較
するとどのような特徴があるの
か。
　地震・津波や火山活動による災
害を防ぐためには、どのような取
り組みが必要か考える。
　気象災害を防ぐために、どのよ
うな取り組みが必要か考える。
　自然災害に対して、私たちはど
のように備えるべきか考える。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　自然災害が生じる場所と要因、日本の自然
災害の特徴、生活のなかにみられる防災・減
災への取り組みを理解している。
自然災害の発生場所や要因、日本の自然災害
の特徴、生活のなかにみられる防災・減災へ
の取り組みを見いだすための、地理的見方・
考え方を身につけている。

【思考・判断・表現】
　どのような自然災害がどのような場所で生
じるのかや、日本の自然災害にはどのような
特徴があるのか、どのような防災・減災への
取り組みがなされているのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自然環境には災害と恩恵の両側面があり、
人々が生活していくうえで必要な防災・減災
に向けた備えについて、主体的に追究し、課
題を見いだしている。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○ 〇



・指導事項
　私たちの生活圏にはどのような
地理的課題があるのか。「問い」
を探し、事前調査を行うことで、
調査テーマを絞り込む。
　事前調査の結果から、どのよう
な仮説を立てたらよいか。仮説の
検証に向けた調査項目も考えなが
ら準備をし、現地調査に行ってみ
る。
　現地調査の結果から分かったこ
とは何か。他地域の似た事例と比
較しながら、調査結果を分析・整
理し、仮説の検証をする。
　調査結果を地域に還元するには
どのような取り組みが必要。調査
結果の発表方法にも着目しながら
実践する。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識及び技能】
　生活圏の調査にあたって、仮説の立て方や
調査結果の検証の方法、発表のしかたを理解
している。
生活圏の調査にあたって、仮説の立て方や調
査結果の検証の方法、発表のしかたについて
の技能を身につけている。

【思考力、判断力、表現力等】
　事前調査の結果からどのような仮説が立て
られるのかや、現地調査の結果をどのように
分析・整理するのか、他の事例との比較から
どのようなことがいえるのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　生活圏の調査の結果を地域に還元し、より
よい社会を築いていくことについて、主体的
に追究し、課題を見いだしている。

○ ○ ○ 5

３
学
期

3部　持続可能な地域づくりと私た
ち
1章　自然環境と防災

【知識・技能】
　自然災害が生じる場所と要因、日
本の自然災害の特徴、生活のなかに
みられる防災・減災への取り組みを
理解する。
　自然災害が生じる場所や要因、日
本の自然災害の特徴、生活のなかに
みられる防災・減災への取り組みを
見いだすための、地理的見方・考え
方を身につける。

【思考・判断・表現】
　どのような自然災害がどのような
場所で生じるのかや、日本の自然災
害にはどのような特徴があるのか、
どのような防災・減災への取り組み
がなされているのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自然環境には災害と恩恵の両側面
があり、人々が生活していくうえで
必要な防災・減災に向けた備えにつ
いて、主体的に追究し、課題を見い
だす。

・指導事項
　日本の自然環境は、世界と比較
するとどのような特徴があるの
か。
　地震・津波や火山活動による災
害を防ぐためには、どのような取
り組みが必要か考える。
　気象災害を防ぐために、どのよ
うな取り組みが必要か考える。
　自然災害に対して、私たちはど
のように備えるべきか考える。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　自然災害が生じる場所と要因、日本の自然
災害の特徴、生活のなかにみられる防災・減
災への取り組みを理解している。
自然災害の発生場所や要因、日本の自然災害
の特徴、生活のなかにみられる防災・減災へ
の取り組みを見いだすための、地理的見方・
考え方を身につけている。

【思考・判断・表現】
　どのような自然災害がどのような場所で生
じるのかや、日本の自然災害にはどのような
特徴があるのか、どのような防災・減災への
取り組みがなされているのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自然環境には災害と恩恵の両側面があり、
人々が生活していくうえで必要な防災・減災
に向けた備えについて、主体的に追究し、課
題を見いだしている。

○ ○ ○ 12

2章　生活圏の調査と地域の展望

【知識及び技能】
　生活圏の調査にあたって、仮説の
立て方や調査結果の検証の方法、発
表のしかたを理解する。
 生活圏の調査にあたって、仮説の
立て方や調査結果の検証の方法、発
表のしかたについての技能を身につ
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　事前調査の結果からどのような仮
説が立てられるのかや、現地調査の
結果をどのように分析・整理するの
か、他の事例との比較からどのよう
なことがいえるのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　生活圏の調査の結果を地域に還元
し、よりよい社会を築いていくこと
について、主体的に追究し、課題を
見いだす。

1

合計

70

定期考査
○ ○ 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 数学Ⅰ  数学Ⅰ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ 2

（　星野　眞澄 　　　　）

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察す
る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎
を養う。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　新　高校の数学Ⅰ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。

数と式についての基本的な概念や原理・法則を
理解し、事象を数学化したり、数学的に解釈し
たり、数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形
したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

A 2次関数のグラフ
【知識及び技能】
放物線の形や軸，頂点について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
2つの数量の関係を関数の式で表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象の中に関数を見つけよう
とする。

・指導事項
2次関数の式とグラフとの関係につ
いて，コンピュータなどの情報機
器を用いてグラフをかくなどして
多面的に考察する。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

A 2次関数のグラフ
【知識・技能】
放物線の形や軸，頂点について理解している。
【思考・判断・表現】
2つの数量の関係を関数の式で表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常の事象の中に関数を見つけようとすること
ができる。

○ ○ ○ 10

定期考査

18

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

C 三角比
【知識及び技能】
直角三角形において，三平方の定理
を利用して，辺の長さを求める。
【思考力、判断力、表現力等】
測量の問題に三角比を活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
道路標識やソーラーパネルの具体例
を通して，傾斜と三角比との関連に
関心をもち，考察する。

・指導事項
三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比の相互関
係などを理解できるようにする。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

C 三角比
【知識・技能】
直角三角形において，三平方の定理を利用し
て，辺の長さを求めることができる。。
【思考・判断・表現】
測量の問題に三角比を活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
道路標識やソーラーパネルの具体例を通して，
傾斜と三角比との関連に関心をもち，考察でき
る。

○ ○

D 三角形への応用
【知識及び技能】
正弦定理を利用して，三角形の辺の
長さや外接円の半径を求める。
【思考力、判断力、表現力等】
測量の問題に正弦定理、余弦定理を
活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
正弦定理、余弦定理の図形的な意味
を考察する。

・指導事項
 図形の構成要素間の関係を，三角
比を用いて表現し定理や公式を導
く力，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，正弦定理，
余弦定理などを活用して問題を解
決する力を培う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

D 三角形への応用
【知識・技能】
正弦定理を利用して，三角形の辺の長さや外接
円の半径を求めることができる。
【思考・判断・表現】
測量の問題に正弦定理、余弦定理を活用するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
正弦定理、余弦定理の図形的な意味を考察でき
る。

○

B 2次関数の値の変化
【知識及び技能】
2次関数が最大値または最小値をも
つことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
2次関数の値の変化をグラフから考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】
2次関数の最大・最小の問題を，図
をかいて視覚的に考察する。

・指導事項
2次関数の値の変化について理解
し，具体的な事象に関連した課題
の解決に2次関数を活用する力を培
う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

B 2次関数の値の変化
【知識・技能】
2次関数が最大値または最小値をもつことを理解
している。
【思考・判断・表現】
2次関数の値の変化をグラフから考察することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
2次関数の最大・最小の問題を，図をかいて視覚
的に考察できる。

○ ○ ○

○ 12

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 12



２
学
期 D 三角形への応用

【知識及び技能】
正弦定理を利用して，三角形の辺の
長さや外接円の半径を求める。
【思考力、判断力、表現力等】
測量の問題に正弦定理、余弦定理を
活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
正弦定理、余弦定理の図形的な意味
を考察する。

・指導事項
 図形の構成要素間の関係を，三角
比を用いて表現し定理や公式を導
く力，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，正弦定理，
余弦定理などを活用して問題を解
決する力を培う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

D 三角形への応用
【知識・技能】
正弦定理を利用して，三角形の辺の長さや外接
円の半径を求めることができる。
【思考・判断・表現】
測量の問題に正弦定理、余弦定理を活用するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
正弦定理、余弦定理の図形的な意味を考察でき
る。

○

1

定期考査 ○ ○

○ ○ 12

1

３
学
期

E データの分析
【知識及び技能】
階級，度数などの用語を理解し，
データを度数分布表にまとめ，ヒス
トグラムをかく。
【思考力、判断力、表現力等】
どの代表値を用いるのが適切なのか
が場面によって変わってくることを
理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
データを整理して全体の傾向を考察
する。

・指導事項
日常の事象や社会の事象などと関
連付けて不等式を扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

E データの分析
【知識・技能】
階級，度数などの用語を理解し，データを度数
分布表にまとめ，ヒストグラムをかくことがで
きる。
【思考・判断・表現】
どの代表値を用いるのが適切なのかが場面に
よって変わってくることを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
データを整理して全体の傾向を考察できる。

○ ○

○ ○

合計

70

○ 13

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

（　橋本　怜奈　）

数研出版　新編化学基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質と
その変化について理解するとともに、科学的に
探求するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探求する力を
養う。

物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探
求しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

A 化学と人間生活
【知識及び技能】
化学と人間生活について，それらの
観察，実験などに関する技能を身に
付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
身近な物質や元素について，観察，
実験などを通して探究し，科学的に
考察し，表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探求しようとする態度を養
う。

・指導事項
混合物と純物質の違いや、混合物
を精製する方法について扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・混合物を分離する操作として，ろ過，蒸
留，分留，昇華法，再結晶，抽出，クロマト
グラフィーなどの方法をあげることができ
る。
【思考・判断・表現】
・物質を分離する操作がどのようなものであ
るかを説明することができる。
・物質を加熱したり冷却したりしたときの温
度変化を，グラフに表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身のまわりの混合物が，どのような純物質
から構成されてるかに興味をもつ。
・日常生活の中の物質の状態変化について興
味をもつ。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○

1

B 物質の構成
【知識及び技能】
物質の構成粒子について，理解する
こと。また，物質と化学結合につい
て，それらの観察，実験などに関す
る技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の構成について，観察，実験な
どを通して探究し，物質の構成にお
ける規則性や関係性を見いだして表
現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探求しようとする態度を養
う。

・指導事項
原子の構成粒子や周期表について
扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・原子の構成粒子である陽子・中性子・電子
の個数・電荷・質量の関係について理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・周期表の中に周期律が見いだせること，周
期律は価電子の数の周期的な変化によること
に気づき，価電子の数と化学的性質の関連に
ついて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・各元素の特徴および周期表上の元素の配列
について興味をもつ。
・身のまわりにあるそれぞれの結晶の性質に
興味をもつ。

○ ○ ○ 14

定期考査
○ ○

2

1

２
学
期

C 物質の変化とその利用
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓く世界について，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
けること。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
物質とその変化に主体的に関わり，
科学的に探求しようとする態度を養
う。

・指導事項
物質量について扱い、化学反応を
化学反応式で表す。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・原子量・分子量・式量の定義を示すことが
できる。
・中和反応を化学反応式で表すことができ
る。
【思考・判断・表現】
・モル質量の概念を使い，粒子の数・質量と
物質量に関する計算ができる。
・滴定曲線におけるpH変化，中和点，使用で
きる指示薬について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・化学反応式をもとに量的な関係をつかむこ
とができる。

○ ○ ○ 23

定期考査

定期考査
○

○ ○

３
学
期

C 物質の変化とその利用
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓く世界について，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
けること。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
化学反応式から量的関係を見いだ
すことを扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・酸化還元反応の量的関係を計算により求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
・酸化還元反応における酸化剤と還元剤のは
たらきを電子の授受に着目して説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・酸化還元反応の複雑な化学反応式も，その
もととなる反応式と電子の授受を考えること
によって完成させることができる。

○ ○ 19○



○

合計

70

３
学
期

C 物質の変化とその利用
【知識及び技能】
物質量と化学反応式，化学反応，化
学が拓く世界について，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
けること。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の変化とその利用について，観
察，実験などを通して探究し，物質
の変化における規則性や関係性を見
いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
化学反応式から量的関係を見いだ
すことを扱う。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・酸化還元反応の量的関係を計算により求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
・酸化還元反応における酸化剤と還元剤のは
たらきを電子の授受に着目して説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・酸化還元反応の複雑な化学反応式も，その
もととなる反応式と電子の授受を考えること
によって完成させることができる。

○

定期考査

○ 19

1

○

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

（　橋本　怜奈　）

実教出版　高校生物基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や
生命現象について理解するとともに、科学的に
探求するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探求する力を
養う。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探
求しようとする態度と、生命を尊重し、自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

A 生物の特徴
【知識及び技能】
生物の特徴について，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付
けること。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の特徴について，観察，実験な
どを通して探究し，多様な生物がも
つ共通の特徴を見いだして表現する
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，
科学的に探求しようとする態度と，
生命を尊重し，自然環境の保全に寄
与する態度を養う。

・指導事項
生物に共通する特徴。
細胞の構造。
代謝と酵素。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・生物の共通性と多様性について，すべての
生物で細胞が共通の構造であることを理解し
ている。
・生命活動に必要なエネルギーを，呼吸や光
合成から得ていることを理解している。
【思考・判断・表現】
・生物が共通性を保ちながら進化し多様化し
てきたこと，共通性は起源の共有に由来する
ことを説明できる。
・カタラーゼを用いた実験から，酵素の作用
と作用する物質の関係について結果を導き出
すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・原核細胞と真核細胞について，その細胞に
含まれる細胞小器官を基に，違いを理解しよ
うとする。
・資料に基づいて，生命活動にエネルギーが
必要であることを理解しようとする。また，
呼吸や光合成から得ていることを理解しよう
とする。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

15

定期考査
○ ○ 2

B 遺伝子とその働き
【知識及び技能】
遺伝子とその働きについて，それら
の観察，実験などに関する技能を身
に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
遺伝子とその働きについて，観察，
実験などを通して探究し，DNAの塩
基配列とタンパク質のアミノ酸配列
との関係を見いだして表現するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，
科学的に探求しようとする態度と，
生命を尊重し，自然環境の保全に寄
与する態度を養う。

・指導事項
DNAの構造と複製。
遺伝子の発現。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・ゲノム，遺伝子，染色体，DNAの関係を理解
している。
・遺伝子の発現について理解し，細胞ごとに
特定の遺伝子が発現することを理解する。
【思考・判断・表現】
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明する
ことができる。
・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成
される過程を体系的に考察し，表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・DNAの性質や構造を，DNAの研究史とともに
理解しようとする。
・ゲノムと遺伝子，染色体，DNAの関係につい
て理解しようとする。

○ ○ ○

２
学
期

C ヒトのからだの調節
【知識及び技能】
ヒトの体の調節について，それらの
観察，実験などに関する技能を身に
付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
ヒトの体の調節について，観察，実
験などを通して探究し，神経系と内
分泌系による調節及び免疫などの特
徴を見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，
科学的に探求しようとする態度と，
生命を尊重し，自然環境の保全に寄
与する態度を養う。

・指導事項
体内環境の維持。
自律神経系と内分泌系。
免疫。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・神経やホルモンの働きにより体内環境が維
持されることを理解している。
・免疫の医療への応用やヒトの免疫疾患につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・血糖濃度調節のしくみを，ホルモンと自律
神経系の両方の働きから説明できる。
・病原体を認識・排除する機構のしくみを体
系的に考察し，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体内環境の維持とホルモンの働きとの関係
を見いだして理解しようとする。
・病原体などの異物を認識・排除するしくみ
を理解しようとする。

○ ○ 21○



２
学
期

定期考査
○ ○ 2

３
学
期

D 生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
生物の多様性と生態系について，そ
れらの観察，実験などに関する技能
を身に付けること。また，生態系の
保全の重要性について認識するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の多様性と生態系について，観
察，実験などを通して探究し，生態
系における，生物の多様性及び生物
と環境との関係性を見いだして表現
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，
科学的に探求しようとする態度と，
生命を尊重し，自然環境の保全に寄
与する態度を養う。

・指導事項
植生。
バイオーム。
生態系。
・教材
教科書、ノート、パソコン
・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
・植生の遷移についてその過程を理解してい
る。
・生態系のバランスや，生態系の保全の重要
性について理解している。
【思考・判断・表現】
・気温や降水量によって成立するバイオーム
が異なるのは，バイオームを構成する植物種
がその場所の気温や降水量に適応しているた
めであると考察し，それを表現することがで
きる。
・生物の多様性を食物網や間接効果と関連付
けて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・バイオームの構成要素である植物が，その
場所の気温や降水量に適応していることを理
解しようとする。
・生態系において，物質が循環すること及び
それに伴ってエネルギーが移動することを理
解しようとする。

○ ○ 15

定期考査
○ ○ 1

○

合計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 2

新高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにす
る。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力
を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度
を養う。

（　小林　　） （　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに、それらの技能を身に付けるようにす
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を育てる。

態
配当
時数

１
学
期

２　単元名　球技　バレーボール

【知識及び技能】
・ネット型では，状況に応じたボール操作や
安定した用具の操作と連携した動き
によって空間を作り出すなどの攻防をするこ
とができるようにする。

【使用教材】
一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・・ネット型では，状況に応じたボール操作や安
定した用具の操作と連携した動き
によって空間を作り出すなどの攻防をすること
ができる。

〇

１
学
期

１　単元名　体づくり運動

【知識及び運動】
・体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，
心と体は互いに影響し変化すること
や心身の状態に気付き，仲間と主体的に関
わり合うことができるようにする。
・実生活に生かす運動の計画では，自己の
ねらいに応じて，健康の保持増進や調和の
とれた体力の向上を図るための継続的な運
動の計画を立て取り組むことができるように
する。

【使用教材】

一人１台端末の活用

【知識・技能】
・体ほぐしの運動では，手軽な運動を行い，心と
体は互いに影響し変化すること
や心身の状態に気付き，仲間と主体的に関わり
合うことができるよう。
・実生活に生かす運動の計画では，自己のねら
いに応じて，健康の保持増進や調和のとれた体
力の向上を図るための継続的な運動の計画を
立て取り組むことができるよ。

〇 〇 〇 12

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し，合理的，計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫する
とともに，自己や仲間の考えたことを他者に
伝えることができるようにする。

〇 〇 12

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を工
夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えることができるようにする。

①バレーボール
・サーブ、レシーブの基礎基本

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫す
るとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技について主体的に取り組むとともに、
フェアプレイを大切にしようとすること、作戦
などについて話し合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いを助け合おうとす
ることなどや、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技について主体的に取り組むとともに、フェ
アプレイを大切にしようとすること、作戦などに
ついて話し合いに貢献しようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いを助け合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

【指導項目・内容】
①体力テスト練習・実施
②縄跳び

【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組むとともに、
互いを助け合い教え合おうとすること、一人
一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること、話合いに貢献しようとすることな
どや、健康・安全を確保することができるよう
にする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・体つくり運動に主体的に取り組むとともに、互
いに助け合い教え合おうとすること、一人一人
の違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、話合いに貢献しようとすることなどや、健康・
安全を確保することができる。

２
学
期

３　単元名　バドミントン



２
学
期

４　単元名　バスケットボール

【知識及び技能】
・ゴール型では，状況に応じたボール操作と
空間を埋めるなどの動きによって空
間への侵入などから攻防をすることができる
ようにする。

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人１台端末の活用

【知識・技能】
・ゴール型では，状況に応じたボール操作と空
間を埋めるなどの動きによって空
間への侵入などから攻防をすることができる。

〇

２
学
期

【知識及び技能】
・ネット型では，状況に応じたボール操作や
安定した用具の操作と連携した動き
によって空間を作り出すなどの攻防をするこ
とができるようにする。

【使用教材】
一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・・ネット型では，状況に応じたボール操作や安
定した用具の操作と連携した動き
によって空間を作り出すなどの攻防をすること
ができる。

〇 〇 〇 10

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を工
夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えることができるようにする。

〇 〇 10

【思考力、判断力、表現力等】
・攻防など自己やチームの課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えることができるようにする。

【指導項目・内容】
バスケットボール
・基本ルール
・ドリブル、ハンドリング、ゴール下
シュート

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫す
るとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技について主体的に取り組むとともに、
フェアプレイを大切にしようとすること、作戦
などについて話し合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いを助け合おうとす
ることなどや、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技について主体的に取り組むとともに、フェ
アプレイを大切にしようとすること、作戦などに
ついて話し合いに貢献しようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いを助け合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

【指導項目・内容】
バドミントン
・バドミントンの基本ルール
・ハイクリアー、ドライブ、ドロップ、ヘ
アピン、スマッシュ等各ショットの打ち
方、使いどころ
・ゲームにおいての攻め方、守り方の
考え方

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫す
るとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技について主体的に取り組むとともに、
フェアプレイを大切にしようとすること、作戦
などについて話し合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いを助け合おうとす
ることなどや、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技について主体的に取り組むとともに、フェ
アプレイを大切にしようとすること、作戦などに
ついて話し合いに貢献しようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いを助け合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

3
学
期

５　単元名　陸上競技

【知識及び技能】
長距離走について、記録の向上や競争の楽
しさを味わい、技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法などを理解すると
ともに自分で設定したペースの変化や仲間
のペースに応じて，ストライドやピッチを切り
替えて走ることができるようにする。

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人２台端末の活用

【知識及び技能】
長距離走について、記録の向上や競争の楽しさ
を味わい、技術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法などを理解するとともに自
分で設定したペースの変化や仲間のペースに
応じて，ストライドやピッチを切り替えて走ること
ができる。

〇

２
学
期

５　単元名　体育理論　【運動やスポーツの効果的な学習の仕方】

【知識及び技能】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いて理解すること。ができるようにする。

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人２台端末の活用

【知識及び技能】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
て理解すること。ができる。

〇 〇 〇 7

【思考力、判断力、表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いて，課題を発見し，よりよい解決に
向けて思考し判断するとともに，他者に伝え
ることができるようにする。

〇 〇 6

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し，合理的，計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫する
とともに，自己や仲間の考えたことを他者に
伝えることができるようにする。

【指導項目・内容】
長距離走
・インターバル走、レペティショント
レーニング、ロングスロウディスタンス
等に持久力向上トレーニングについ
て
・長距離走の呼吸法
・長距離走の足の運び方や手の振り
方といった走り方について

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが
できる。

【指導項目・内容】
・運動やスポーツの技能と体力及び
スポーツによる障害
・スポーツの技術と技能及びその変
化
・運動やスポーツの技能の上達過程
・運動やスポーツの活動時の健康・
安全の確保の仕方

【思考力、判断力、表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
て，課題を発見し，よりよい解決に
向けて思考し判断するとともに，他者に伝えるこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ
いての学習に主体的に取り組むことができる
ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
ての学習に主体的に取り組むことができる。



3
学
期 〇 〇 〇 6

【指導項目・内容】
長距離走
・インターバル走、レペティショント
レーニング、ロングスロウディスタンス
等に持久力向上トレーニングについ
て
・長距離走の呼吸法
・長距離走の足の運び方や手の振り
方といった走り方について

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝
敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，役割を積極
的に引き受け自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保することをできるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，役割を積極的に
引き受け自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保することをできる。

【指導項目・内容】
卓球
・卓球の基本ルール
・フォアハンド、ツッツキスマッシュ等
各ショットの打ち方、使いどころ
・ゲームにおいての攻め方、守り方の
考え方

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を工夫す
るとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技について主体的に取り組むとともに、
フェアプレイを大切にしようとすること、作戦
などについて話し合いに貢献しようとするこ
と、一人一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすること、互いを助け合おうとす
ることなどや、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技について主体的に取り組むとともに、フェ
アプレイを大切にしようとすること、作戦などに
ついて話し合いに貢献しようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること、互いを助け合おうとすることなどや、健
康・安全を確保することができる。

２
学
期

３　単元名　卓球

【知識及び技能】
・ネット型では，状況に応じたボール操作や
安定した用具の操作と連携した動き
によって空間を作り出すなどの攻防をするこ
とができるようにする。

【使用教材】
一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・・ネット型では，状況に応じたボール操作や安
定した用具の操作と連携した動き
によって空間を作り出すなどの攻防をすること
ができる。

〇 〇 〇 10

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を工
夫するとともに，自己やチームの考えた
ことを他者に伝えることができるようにする。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 保健
保健体育 保健 1

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付ける
ようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて試行し判断するとともに、他者
に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生
活を営む態度を養う。

（小林）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について理解を
深めるとともに、技能を身に付けている。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて試行し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝えてい
る。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度が身に付いている。

態
配当
時数

２
学
期

３　単元名　労働と健康

【知識及び技能】
・労働による傷害や職業病などの労働災害
は，作業形態や作業環境の変化に伴い
質や量が変化してきたことを理解できるよう
にする

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・労働による傷害や職業病などの労働災害は，
作業形態や作業環境の変化に伴い質や量が変
化してきたことを理解できる。

〇

１
学
期

１　単元名　生涯の各段階における健康

【知識及び技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟に
伴う身体面，心理面，行動面などの変化に
関わり，健康課題が生じることがあることを
理解できるようにする
・結婚生活について，心身の発達や健康の
保持増進の観点から理解できるように
する。
・中高年期を健やかに過ごすためには，若い
ときから，健康診断の定期的な受診
などの自己管理を行うこと，生きがいをもつ
こと，運動やスポーツに取り組むこと，家族
や友人などとの良好な関係を保つこと，地域
における交流をもつことなどが関係すること
を理解できるようにする。

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟に伴う
身体面，心理面，行動面などの変
化に関わり，健康課題が生じることがあることを
理解できる。
・結婚生活について，心身の発達や健康の保持
増進の観点から理解できる。
・中高年期を健やかに過ごすためには，若いと
きから，健康診断の定期的な受診などの自己管
理を行うこと，生きがいをもつこと，運動やス
ポーツに取り組むこと，家族や友人などとの良
好な関係を保つこと，地域における交流をもつこ
となどが関係することを理解できる。

〇 〇 〇 6

【思考力、判断力、表現力等】
生涯を通じる健康に関わる事象や情報から
課題を発見し，疾病等のリスクの軽減生活
の質の向上，健康を支える環境づくりなど
と，解決方法を関連付けて考え，適切な方法
を選択し，それらを説明することができるよう
にする。

〇

【指導項目・内容】
①思春期と健康
②結婚生活と健康
③加齢と健康

【思考力、判断力、表現力等】
生涯を通じる健康に関わる事象や情報から課
題を発見し，疾病等のリスクの軽減生活の質の
向上，健康を支える環境づくりなどと，解決方法
を関連付けて考え，適切な方法を選択し，それ
らを説明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯の各段階における健康について自ら
学び主体的かつ協働的に取り組むことをで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯の各段階における健康について自ら学び
主体的かつ協働的に取り組むことをできる。

〇 6

【思考力、判断力、表現力等】
・労働災害と健康について，習得した知識を
基に，労働災害の防止に向けて，個人の取
組と社会的対策を整理することをできるよう
にする

【指導項目・内容】
①労働災害と健康
②働く人の健康の保持増進

【思考力、判断力、表現力等】
・労働災害と健康について，習得した知識を基
に，労働災害の防止に向けて，個人の取組と社
会的対策を整理することをできる。

【学びに向かう力、人間性等】
・労働と健康について自ら学び主体的かつ
協働的に取り組むこと。

【学びに向かう力、人間性等】
・労働と健康について自ら学び主体的かつ協働
的に取り組むことができる。

２
学
期

４　単元名　環境と健康

【知識及び技能】
・人間の生活や産業活動は，自然環境を汚
染し健康に影響を及ぼすことがある
ことをできるようにする。

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・人間の生活や産業活動は，自然環境を汚染し
健康に影響を及ぼすことがあることができる。

〇 〇 〇 4



２
学
期

５　単元名　食品と健康

【知識及び技能】
・食品の安全性を確保することは健康を保持
増進する上で重要であることを理解できるよ
うにする。

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人２台端末の活用

【知識及び技能】
・食品の安全性を確保することは健康を保持増
進する上で重要であることを理解できる。

〇

２
学
期 〇 〇 〇 4

【思考力、判断力、表現力等】
・健康を支える環境づくりにおける事象や情
報などについて，健康に関わる原則や概念
を基に整理したり，個人及び社会生活と関連
付けたりして，自他や社会の課題を発見する
ことをできるようにする

【指導項目・内容】
①環境の汚染と健康
②環境と健康に関わる対策
③環境衛生に関わる活動

【思考力、判断力、表現力等】
・健康を支える環境づくりにおける事象や情報な
どについて，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見することをできる。

【学びに向かう力、人間性等】
・環境と健康について自ら学び主体的かつ
協働的に取り組むこと。

【学びに向かう力、人間性等】
・環境と健康について自ら学び主体的かつ協働
的に取り組むことができる。

3
学
期

５　単元名　健康に関する環境づくりと社会参加

【知識及び技能】
・自他の健康を保持増進するには，ヘルスプ
ロモーションの考え方を生かした健康に関す
る環境づくりが重要であり，それに積極的に
参加していくことが必要であることを理解で
きるようにする。

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人２台端末の活用

【知識及び技能】
・自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロ
モーションの考え方を生かした健康に関する環
境づくりが重要であり，それに積極的に参加して
いくことが必要であることを理解できる。

〇

3
学
期

５　単元名　　様々な保健活動や社会的対策

【知識及び技能】
・我が国や世界では，健康課題に対応して
様々な保健活動や社会的対策などが
行われていることを理解できるようにする。

【使用教材】
教科書「現代高等保健体育」

一人２台端末の活用

【知識及び技能】
・我が国や世界では，健康課題に対応して様々
な保健活動や社会的対策などが
行われていることを理解できる。

〇 〇 〇 6

【思考力、判断力、表現力等】
・地域の保健・医療機関やスポーツ施設の
活用の仕方について，関連した情報を整理
し，生活の質の向上に向けた課題解決に応
用することをできるようにする。

【指導項目・内容】
①様々な保健活動や社会的対策

【学びに向かう力、人間性等】
・様々な保健活動や社会的対策について自
ら学び主体的かつ協働的に取り組むこと。

【学びに向かう力、人間性等】
・様々な保健活動や社会的対策について自ら学
び主体的かつ協働的に取り組むことができる

〇 〇 6

【思考力、判断力、表現力等】
・ヘルスプロモーションの考え方に基づい
た，健康に関する環境づくりへ積極的に参加
していくために，適切な情報を選択・収集し
て，分析・評価し計画を立てることをできるよ
うにする。

【指導項目・内容】
①健康に関する環境づくりと社会参
加

【思考力、判断力、表現力等】
・ヘルスプロモーションの考え方に基づいた，健
康に関する環境づくりへ積極的に参加していく
ために，適切な情報を選択・収集して，分析・評
価し計画を立てることをできる。

【学びに向かう力、人間性等】
・健康に関する環境づくりについて自ら学び
主体的かつ協働的に取り組むこと。

【学びに向かう力、人間性等】
・健康に関する環境づくりについて自ら学び主体
的かつ協働的に取り組むことができる。

〇 〇 6

【思考力、判断力、表現力等】
・食品の安全性と食品衛生に関わる活動に
ついて，習得した知識を自他の日常生活に
適用して，健康被害の防止と健康を保持増
進するための計画を立てることをできるよう

【指導項目・内容】
①食品の安全性
②食品英紙絵に関わる活動

【思考力、判断力、表現力等】
・食品の安全性と食品衛生に関わる活動につい
て，習得した知識を自他の日常生活に適用し
て，健康被害の防止と健康を保持増進するため
の計画を立てることをできる。

【学びに向かう力、人間性等】
・食品と健康について自ら学び主体的かつ
協働的に取り組むこと。

【学びに向かう力、人間性等】
・食品と健康について自ら学び主体的かつ協働
的に取り組むことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・地域の保健・医療機関やスポーツ施設の活用
の仕方について，関連した情報を整理し，生活
の質の向上に向けた課題解決に応用することを
できる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

（　1組：清水俊秀　）

外国語（英語） 英語コミュニケーションⅠ

外国語（英語） 英語コミュニケーションⅠ 1

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
【正確な聞き取り】
・ 英語を正確に聞いて、どの絵を指しているのかを聞き
取ること。
【適切な聞き取り】
・ 絵を見なくても、聞いた単語の意味を適切に理解でき
ること。

【正確な発話】
・ 身の回りにあるものの名前を、アクセントに留意して
英語で正確に発音できること。
【適切な発話】
・ 絵が示すものを、聞き手が理解できるように適切に発
音できること。

【言語活動への取り組み】
・ 基本的な英語の単語に積極的に慣れようとしているこ
と。
【より積極的なコミュニケーションへの態度】
・ 必要に応じて辞書などを活用し、学んだ単語を積極的
に発話していること。

VISTA English Communication I New Edition

外国語（英語）

【 知　識　及　び　技　能 】
基礎基本の知識である英単語と英文法の知識を体系的に理解するとともに、アウトプットを行い英文として表現することで知識
の定着を図る。

例文を元にして、学習した文法を活用しながら独自の英文を作成させる力を養う。

英語話者の考え方や文化を認識して、積極的に英語を活用して表現しようとする態度、英文を読んだり、聞いたりすることで、
そのことについて自ら問題解決しようと挑戦する態度及び創造性の基礎を養う。

１
学
期

A 単元 L.1 Kerama Blue
【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
自己紹介を英語で行えるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
慶良間の海を守るサンゴ礁の役割と、海
とそのサンゴ礁を守る島民の努力につい
て考える。

・指導事項
be動詞や一般動詞の現在形を用い
て、身近な様子や状況を描写し、
相手に伝えられるようにする。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

〇

〇

〇

〇

〇

A 単元 L.1 Kerama Blue
【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
自己紹介を英語で行えるようになっっている。
【学びに向かう力、人間性等】
慶良間の海を守るサンゴ礁の役割と、海とその
サンゴ礁を守る島民の努力について議論できて
いる。

○ ○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

B 単元　L.2 Cool Japan
【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の魅力を、海外の人からの視点を通して知
ることができている。

○ ○ ○ 5

B 単元　L.2 Cool Japan
【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の魅力を、海外の人からの視点を通
して知る。

・指導事項
疑問文では、疑問詞を用いる場
合、用いない場合でその答え方が
違うことに留意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

○ ○ 1
定期考査

〇 〇

C 単元　L.3 Mexican Dishes
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
世界無形文化遺産であるメキシコ料理と、その
特色ある食文化について知り、それについて自
分の考えを表現できている。

○ ○ ○ 9

C 単元　L.3 Mexican Dishes
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
世界無形文化遺産であるメキシコ料理
と、その特色ある食文化について知る。

・指導事項
一般動詞の過去形では、語尾の形
やその発音の違いに注意させる。
また、助動詞の意味の違いに注意
させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

D 単元　L.4 The Olympics
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
近代オリンピックの発祥と理念、過去の競技、
またパラリンピックについて知り、自身の意見
をまとめ、発表することができている。

○ ○ ○ 9

D 単元　L.4 The Olympics
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
近代オリンピックの発祥と理念、過去の
競技、またパラリンピックについて知
る。

・指導事項
I think that ～ の構文を使って
自分の考えを言えるようにする。
また、動詞のあとの語順に注意さ
せる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

○ ○ 1
定期考査

〇 〇

6

F 単元　L.7 Machu Picchu
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・世界遺産であるマチュ・ピチュとその
文化、また複合遺産に指定されている理
由について知る。

・指導事項
動詞の過去分詞形に慣れさせる。
また現在、過去、現在完了を使い
分けられるようにする。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇

F 単元　L.7 Machu Picchu
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・世界遺産であるマチュ・ピチュとその文化、
また複合遺産に指定されている理由について知
り、発表を行う。

〇

〇 〇

E 単元　L.6 Toothbrushing in Edo
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・江戸時代の生活習慣（歯磨き）について知
り、自身の意見をまとめ、発表することができ
ている。

〇 〇 〇

E 単元　L.6 Toothbrushing in Edo
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・江戸時代の生活習慣（歯磨き）につい
て知る。

・指導事項
日本文化を英語で紹介させる。ま
た、動詞と動名詞の違いに注意さ
せる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

〇 〇 6

２
学
期



F 単元　L.7 Machu Picchu
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・世界遺産であるマチュ・ピチュとその
文化、また複合遺産に指定されている理
由について知る。

・指導事項
動詞の過去分詞形に慣れさせる。
また現在、過去、現在完了を使い
分けられるようにする。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇

F 単元　L.7 Machu Picchu
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・世界遺産であるマチュ・ピチュとその文化、
また複合遺産に指定されている理由について知
り、発表を行う。

〇 〇 〇 6

○ 1

G 単元　L.8 Motala and Landmines
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間の行っていることのどのような面
をモタラの話が象徴しているかを考え
る。

・指導事項
能動態と受け身の違いに留意させ
る。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 6〇 〇

G 単元　L.8 Motala and Landmines
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間の行っていることのどのような面をモタ
ラの話が象徴しているかを考え、自分なりの意
見をまとめる。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇 〇 ○

〇 〇 6

定期考査
〇 〇 〇 ○ ○ 1

H 単元　L.9 Dick Bruna
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・「ミッフィー」でおなじみのディッ
ク・ブルーナの社会的役割を知る。

・指導事項
関係代名詞の主格・目的格の使い
分けに注意させる。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇

F 単元　L.9 Dick Bruna
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・「ミッフィー」でおなじみのディック・ブ
ルーナの社会的役割を知り、それについての意
見を英語で書く。

〇

３
学
期

I 単元　L.11 Ideas from Nature
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自然界からヒントを得て作られたもの
が私たちの暮らしを便利にしていること
を知る。

・指導事項
分詞構文を利用して、読み手や聞
き手の注意を引く表現ができるよ
うにする。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

２
学
期

定期考査
〇 〇

〇 7

J 単元　L.12 Steve Jobs
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚える。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・スティーブ・ジョブズのことばや生き
方から読み取れるメッセージについて考
える。

・指導事項
仮定法過去を使って、自分の考え
などを述べることができるように
する。
・教材
・ICT機器
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇

H 単元　L.12 Steve Jobs
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
スティーブ・ジョブズのことばや生き方から読み取れ
るメッセージについて考える。そこから自身に活かせ
るものを選んでその一つについて発表することができ
ている。

〇 〇

G 単元　L.11 Ideas from Nature
【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
・自然界からヒントを得て作られたものが私たちの暮
らしを便利にしていることを知るり、他に何にその技
術が応用されいるかを調べ、発表することができてい
る。

〇 〇

〇 〇 〇 6

合
計

70

〇 ○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

２
学
期

〇 〇 6

L12. World Heritage
●「将来なりたい職業」について発表するため
に、「職業」についての表現を理解して、考え
を深めることができる。
●「将来なりたい職業」について発表するため
に、「職業」について、自分の考えや気持ち、
情報などを、論理の構成や展開を工夫して、理
由とともに話して伝えることができる。

不定詞（副詞的用法 / 形容詞的用法）の文構
造について理解し、「Gトレ」などの言語活動
を通して活用する。
「日常的な話題」や「社会的な話題」につい
て、ディスカッションでよく使われる表現を効
果的に使いながら意見交換をする。 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇

○ 1

L10. Masterpiece
●さまざまな「芸術作品」について話すために
必要な表現を理解して、考えを深めることがで
きる。
L11. My Future Job
●「将来なりたい職業」について発表するため
に、「職業」についての表現を理解して、考え
を深めることができる。

受動態の文構造について理解し、「Gト
レ」などの言語活動を通して活用する。
不定詞（名詞的用法）および動名詞の文構造に
ついて理解し、「Gトレ」などの言語活動を通
して活用する。

〇 〇 6〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇 〇 ○

6

L9. Save the Earth
●「環境問題」についてのホームページを作成
するために、「環境問題」についての表現を理
解して、考えを深めることができる。
●環境問題についてのホームページを作成する
ために、「環境問題」について、自分の考えや
気持ち、情報などを、論理の構成や展開を工夫
して

助動詞（must / have to / should）の文構造
について理解し、「Gトレ」などの言語活動を
通して活用する。
「道案内」の表現に関するその他の表現につい
て、理解を深める。

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇

〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇 〇 〇

L7. Which is faster?
●いろいろなものを比較するために必要な「比
較」の表現を理解して、考えを深めることがで
きる。
L8. Great Inventions
●身の回りにあるすぐれた「発明品」を紹介す
るために、「発明」についての表現を理解し
て、考えを深めることができる。

比較（比較級 / 最上級 / as ..... as ～）の
文構造について理解し、「Gトレ」などの言語
活動を通して活用する。
助動詞（can / may）の文構造について理解
し、「Gトレ」などの言語活動を通して活用す
る。 〇 〇

〇 〇 6

○ ○ 1
定期考査

〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

○ ○ ○ 9

L6. Homestay
●英語でEmailを書くために、「完了したこ
と」や）「継続していること」などについての
表現を理解して、考えを深めることができる。
●英語でEmailを書くために、「完了したこ
と」や「継続していること」などについて、自
分の考えや気持ち、情報などを、論理の構成や
展開を工夫して、書いて伝えることができる。

現在完了形（完了 / 現在完了進行形）の文構
造について理解し、「Gトレ」などの言語活動
を通して活用する。
「日常的な話題」や「社会的な話題」につい
て、Let's Tryの手順に沿って書いてまとめ
る。 ○ 〇 〇

【【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

○ ○ ○ 9

L4. My Summer Plan
●夏休み予定を伝え合うために、「予定」につ
いての表現を理解して、考えを深めることがで
きる。
●夏休みの予定を伝え合うため
L5.UFO Sightings
●「自分が経験したこと」を紹介するために、
「経験」についての表現を理解して、考えを深
めることができる。

未来表現（will / be going to）の文構造につ
いて理解し、「Gトレ」などの言語活動を通し
て活用する。
現在完了形（経験 / 継続）の文構造について
理解し、「Gトレ」などの言語活動を通して活
用する。 ○ 〇 〇

○ ○ 1
定期考査

〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

○ ○ ○ 5

L3. Aquarium Adventure
●SNSで伝えられるように、「今しているこ
と」や「過去にしていたこと」についての表現
を理解して、考えを深めることができる。
●SNSで伝えられるように、「今しているこ
と」や「過去にしていたこと」について、自分
の考えや気持ち、情報などを、論理の構成や展
開を工夫して、書いて伝えることができる。

現在進行形および過去進行形の文構造について
理解し、「Gトレ」などの言語活動を通して活
用する。
「日常的な話題」や「社会的な話題」につい
て、「やり取り」に役立つ表現などを参考にし
て、対話をする。 ○ 〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
自己紹介を英語で行えるようになっっている。

○ ○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

１
学
期

L1. Bouldering？ How nice!
●自己紹介をするために「クラブ活動」や「高
校でしてみたいこと」などについて、自分の考
えや気持ち、情報などを、論理の構成や展開を
工夫して、話して伝え合うことができる。
L2. Famous People, L3. Aquarium Adventure
●相手にその人の魅力が伝わるように、紹介し
たい「歴史上の人物」についての表現を理解し
て、考えを深めることができる。

現在形（be動詞 / 一般動詞）の文構造につい
て理解し、「Gトレ」などの言語活動を通して
活用する。
過去形（be動詞 / 一般動詞）の文構造につい
て理解し、「Gトレ」などの言語活動を通して
活用する。 ○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

〇

〇

〇

〇

〇

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【正確な聞き取り】
・ 英語を正確に聞いて、どの絵を指しているのかを聞き
取ること。
【適切な聞き取り】
・ 絵を見なくても、聞いた単語の意味を適切に理解でき
ること。

【正確な発話】
・ 身の回りにあるものの名前を、アクセントに留意して英語で
正確に発音できること。
【適切な発話】
・ 絵が示すものを、聞き手が理解できるように適切に発音でき
ること。

【言語活動への取り組み】
・ 基本的な英語の単語に積極的に慣れようとしているこ
と。
【より積極的なコミュニケーションへの態度】
・ 必要に応じて辞書などを活用し、学んだ単語を積極的
に発話していること。

VISTA Logic and Expression I New Edition

外国語（英語）

【 知　識　及　び　技　能 】基礎基本の知識である英単語と英文法の知識を体系的に理解するとともに、アウトプットを行い英文として表現することで知識の定着を
図る。

例文を元にして、学習した文法を活用しながら独自の英文を作成させる力を養う。

英語話者の考え方や文化を認識して、積極的に英語を活用して表現しようとする態度、英文を読んだり、聞いたりすることで、そのこと
について自ら問題解決しようと挑戦する態度及び創造性の基礎を養う。

（　1組：清水俊秀　）

外国語（英語） 論理・表現Ⅰ
外国語（英語） 論理・表現Ⅰ 3



〇 〇 〇 6

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。 合

計

70

〇 7

L15. What’s SDGs?
●「国際協力」についての意見や感想を書くた
めに、「SDGs」についての表現を理解して、考
えを深めることができる。
●「国際協力」についての意見や感想を書くた
めに、「SDGs」について、情報や自分の考えや
気持ち、情報などを、論理の構成や展開を工夫
して、書いて伝えることができる。

「SDGs」について、自分の考えや気持
ち、情報などを書いてまとめる。

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇 〇

〇 ○ ○ 1

３
学
期

L13. Pictogram
●人々がしている様子を描写するために「人々
の様子」や「ピクトグラム」についての表現を
理解して、考えを深めることができる。
L14. Cool Japan
●「日本文化」を海外へ発信するために、紹介
したい「日本文化」についての表現を理解し
て、考えを深めることができる。

分詞（現在分詞 / 過去分詞）の文構造につい
て理解し、「Gトレ」などの言語活動を通して
活用する。
関係代名詞の文構造について理解し、「Gト
レ」などの言語活動を通して活用する。

〇 〇

２
学
期

定期考査
〇 〇

●「ディベート」をするために、そのルールや
賛成・反対に分かれての主張の仕方について、
理解することができる。
●「日常的な話題」や「社会的な話題」につい
て、賛成や反対の立場に立った場合の意見や主
張などをまとめ、論理の構成や展開を工夫し
て、話して伝え合うことができる。

「日常的な話題」や「社会的な話題」について
ディベートをすることを念頭におき、賛成側・
反対側の意見を考える。

〇 〇 6

定期考査
〇 〇 〇 ○ ○ 1

L12. World Heritage
●「将来なりたい職業」について発表するため
に、「職業」についての表現を理解して、考え
を深めることができる。
●「将来なりたい職業」について発表するため
に、「職業」について、自分の考えや気持ち、
情報などを、論理の構成や展開を工夫して、理
由とともに話して伝えることができる。

不定詞（副詞的用法 / 形容詞的用法）の文構
造について理解し、「Gトレ」などの言語活動
を通して活用する。
「日常的な話題」や「社会的な話題」につい
て、ディスカッションでよく使われる表現を効
果的に使いながら意見交換をする。 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
基本的な英単語を覚えている。
【思考力、判断力、表現力等】
英会話の基本フレーズを使えるようになっている。

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 普通科
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

【学びに向かう力、人間性等】 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。
情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　将口　美恵子　）
数研出版『高等学校 情報Ⅰ』

情報
【 知　識　及　び　技　能 】 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するととも
【思考力、判断力、表現力等】 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに，情報社会と人との関わ
りについて理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情
報社会に主体的に参画する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・情報社会でよりよく生きるため
に，情報に関する法規・制度や情
報社会における個人の責任，情報
モラルにもとづいた行動について
理解させる。
・個人情報やプライバシーの保
護・活用に関連する法律の意義や
目的，内容について理解させる。
・著作権などの知的財産権の保護
の必要性とともに，そのために必
要な法規及び個人の責任について
理解させる。
・情報社会において個人の果たす
役割や責任について考えさせる。

【知識及び技能】
　情報社会における問題の発見・解決に，情
報と情報技術を適切かつ効果的に活用しよう
としている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報に関する法規や制度，情報セキュリティ
の重要性，情報社会における個人の責任およ
び情報モラルについて理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
自己調整しながら，解決する過程や解決案を
みずから評価し改善しようとしている。

○ ○ ○ 8

配当
時数

１
学
期

第1編　情報社会の問題解決
　第1章　情報とメディア
【知識及び技能】
　情報や情報メディアの特性をふま
え，情報と情報技術を活用して問題
を発見・解決する方法を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に応じて，情報と情報技
術を適切かつ効果的に活用して問題
を発見・解決する方法について考え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会における問題の発見・解決
に，情報と情報技術を適切かつ効果
的に活用しようとさせる。また，自
己調整しながら，解決する過程や解
決案をみずから評価し改善しようと
させる。

・何気なく使っている言葉である
「情報」とは何かを理解させる。
・様々なメディアの特徴や，情報
の適切な表現形式について理解さ
せる。
・情報や情報技術を活用して問題
を発見・解決する方法を身に付け
させる。
・問題解決の目的や状況に応じ
て，情報や情報技術を適切かつ効
果的に活用して問題を発見・解決
する方法について考えさせる。

【知識及び技能】
　情報や情報メディアの特性をふまえ，情報
と情報技術を活用して問題を発見・解決する
方法を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に応じて，情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解決する
方法について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会における問題の発見・解決に，情報
と情報技術を適切かつ効果的に活用しようと
している。また，自己調整しながら，解決す
る過程や解決案をみずから評価し改善しよう
としている。

○ ○ ○ 4

第2章　情報社会における法とセ
キュリティ
【知識及び技能】
　情報社会における問題の発見・解
決に，情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用しようとさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報に関する法規や制度，情報セ
キュリティの重要性，情報社会にお
ける個人の責任および情報モラルに
ついて理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
自己調整しながら，解決する過程や
解決案をみずから評価し改善しよう
とさせる。

3

第2編　コミュニケーションと情報
デザイン
第1章　情報のデジタル表現
【知識及び技能】
メディアの特性とコミュニケーショ
ン手段の特徴について，その変遷も
ふまえて科学的に理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
メディアとコミュニケーション手段
の関係を科学的にとらえ，それらを
目的や状況に応じて適切に選択させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して効果的な
コミュニケーションを行おうとさせ
る。

・情報のデジタル化の基礎的な知
識として，アナログとデジタルの
ちがいとデジタル情報の特徴を理
解させる。
・情報のデジタル化の基礎的な知
識と技術として，ビットの概念，2
進法による表現，文字，音，画
像，動画のデジタル化の原理と表
現方法を理解させる。
・デジタル情報のデータ圧縮の原
理と具体例について理解させる。

【知識及び技能】
メディアの特性とコミュニケーション手段の
特徴について，その変遷もふまえて科学的に
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
メディアとコミュニケーション手段の関係を
科学的にとらえ，それらを目的や状況に応じ
て適切に選択している。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して効果的なコミュニ
ケーションを行おうとしている。

○ ○ ○ 6

第3章　情報技術が社会に及ぼす影
響
【知識及び技能】
　情報技術が人や社会にはたす役割
と及ぼす影響について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報と情報技術の適切かつ効果的な
活用と望ましい情報社会の構築につ
いて考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報モラルに配慮して情報社会に主
体的に参画しようとさせる。

・人工知能やデジタルトランス
フォーメーションなど，発展する
情報技術と情報技術がもたらす社
会の変化や経済の効率化について
理解させる。

・情報格差，インターネット依存
症，インターネット上のトラブル
などを学び，情報技術の適切な活
用について理解させる。

・情報や情報技術の適切かつ効果
的な活用と望ましい情報社会の構
築について考えさせる。

【知識及び技能】
　情報技術が人や社会にはたす役割と及ぼす
影響について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望
ましい情報社会の構築について考察してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。

○ ○ ○



○ 3

第3章　情報デザイン
【知識及び技能】
　効果的なコミュニケーションを行
うための情報デザインの考え方や方
法を理解し表現する技能を身につけ
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
効果的なコミュニケーションを行う
ための情報デザインの考え方や方法
に基づいて表現し，評価し改善させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して効果的な
コミュニケーションを行おうとさせ
る。

・情報デザインが人や社会に果た
している役割を理解させる。
・情報を抽象化・構造化・可視化
する方法を身に付けさせる。
・情報を伝える目的や受け手の状
況をふまえた適切かつ効果的な情
報デザインを考えさせるととも
に，それらを表現し，評価し改善
する活動を行わせる。
・ユーザビリティやアクセシビリ
ティ，ユニバーサルデザイン等に
ついて，身近な具体例を挙げなが
ら理解させる。

【知識及び技能】
　効果的なコミュニケーションを行うための
情報デザインの考え方や方法を理解し表現す
る技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
効果的なコミュニケーションを行うための情
報デザインの考え方や方法に基づいて表現
し，評価し改善している。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して効果的なコミュニ
ケーションを行おうとしている。

○ ○ ○ 3

第2章　コミュニケーション手段の
発展と特徴
【知識及び技能】
　情報デザインが人や社会にはたさ
せる役割を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションの目的を明確に
して，適切かつ効果的な情報デザイ
ンを考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報デザインを効果的に活用し，情
報社会に主体的に参画しようとさせ
る。

・古代からの技術的な進歩やコン
ピュータを使った通信の歴史を概
観し，コミュニケーション手段の
発展について理解させる。
・情報伝達のメディアの性質を科
学的に理解させるとともに，情報
をわかりやすく表現し効率的に伝
達するために，適切な情報機器や
メディアを選択し利用する方法を
身に付けさせる。

【知識及び技能】
　情報デザインが人や社会にはたしている役
割を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションの目的を明確にして，適
切かつ効果的な情報デザインを考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報デザインを効果的に活用し，情報社会に
主体的に参画しようとしている。

○ ○

○ ○ 4

第3編　コンピュータとプログラミ
ング
第1章　コンピュータのしくみ
【知識及び技能】
コンピュータの基本的な構成につい
て理解し，基本的な操作ができる技
能を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
コンピュータの中のCPUやメモリ，
補助記憶装置の役割について考えて
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータのしくみを知り，活用
しようとさせる。

・コンピュータや外部装置の基本
的なしくみや特徴を理解させる。
・OSやアプリケーションプログラ
ムなどのソフトウェアの基本的な
機能を理解させる。
・コンピュータの内部における情
報の表現方法と計算に関する限界
について理解させる。
・コンピュータで扱われる数や情
報の特徴とコンピュータの能力と
の関係について考えさせる。

【知識及び技能】
コンピュータの基本的な構成について理解
し，基本的な操作ができる技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
コンピュータの中のCPUやメモリ，補助記憶装
置の役割について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータのしくみを知り，活用しようと
している。
・コンピュータのしくみを知り，活用しよう
としている。

○ ○ ○ 4

第4章　プレゼンテーション
【知識・技能】
・プレゼンテーションに用いる機器
に対する知識を身につけ，その機器
を活用できるようにする。
【思考・判断・表現】
・目的に応じてプレゼンテーション
に用いる機器を適切に選択させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・プレゼンテーションの方法を身に
つけようとさせる。

・コミュニケーション手段の1つと
して用いられているプレゼンテー
ションの基本，重要性，手法を理
解させるとともに，情報デザイン
の考え方や方法を表現する技能を
身に付けさせる。
・効果的なコミュニケーションを
行うために，プレゼンテーション
の注意点，プレゼンテーションソ
フトウェアの上手な使い方を身に
付けさせるとともに，プレゼン
テーションを実施し，評価し改善
する活動を行わせる。

【知識・技能】
・プレゼンテーションに用いる機器に対する
知識を身につけ，その機器を活用できる。
【思考・判断・表現】
・目的に応じてプレゼンテーションに用いる
機器を適切に選択している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・プレゼンテーションの方法を身につけよう
としている。

○

6

第3章　モデル化とシミュレーショ
ン
【知識・技能】
　モデル化の有効性を理解させる。
【思考・判断・表現】
　問題解決において，モデル化する
ための工夫について考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　現実の事象をモデル化し問題解決
に活用しようとさせる。

・モデル化とシミュレーションの
考え方や方法を理解させるととも
に，社会や自然などにおける事象
をモデル化する方法や，シミュ
レーションを通してモデルを評価
し改善する方法について理解させ
る。
・目的に応じたモデル化やシミュ
レーションを行い，その結果をふ
まえて問題を適切に解決する方法
を考えさせる。

【知識・技能】
　モデル化の有効性を理解している。
【思考・判断・表現】
　問題解決において，モデル化するための工
夫について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　現実の事象をモデル化し問題解決に活用し
ようとしている。

○ ○ ○ 4

第2章　プログラミング
【知識・技能】
　問題解決の手順・解法をアルゴリ
ズムを用いて表現する方法を理解さ
せる。
【思考・判断・表現】
　探索法のアルゴリズムを評価し，
適切な探索法を判断させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　アルゴリズムを，ことばやフロー
チャートで表そうそさせる。

・問題の解法をアルゴリズムを用
いて表現する方法を身に付けさせ
る。
・プログラミング言語の実行のし
くみやプログラミングの基本を理
解させるとともに，プログラミン
グによってコンピュータを活用す
る方法を身に付けさせる。
・アルゴリズムを考え，プログラ
ミングを行う過程において，それ
らを評価し改善していく力を身に
付けさせる。

【知識・技能】
　問題解決の手順・解法をアルゴリズムを用
いて表現する方法を理解している。
【思考・判断・表現】
　探索法のアルゴリズムを評価し，適切な探
索法を判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　アルゴリズムを，ことばやフローチャート
で表そうそしている。 ○ ○ ○

２
学
期



○ 7

３
学
期

第4編　情報通信ネットワークと
データの活用
第1章　ネットワークのしくみ
【知識・技能】
　LAN，WAN，インターネットの構
造，モバイル通信などに関する知識
を身につけさせる。
【思考・判断・表現】
　LANやインターネットなどのコン
ピュータによる通信とその利便性に
ついて考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　LANやインターネットなどのコン
ピュータによる通信を効果的に活用
しようとさせる。

・情報通信ネットワークの基本的
な方式やプロトコルの役割につい
て理解させる。
・通信の信頼性や情報セキュリ
ティを確保するための方法や技術
について理解させる。
・目的や状況に応じて，情報通信
ネットワークの方式やプロトコル
を選択したり，情報セキュリティ
を確保したりする方法について考
えさせる。

【知識・技能】
　LAN，WAN，インターネットの構造，モバイ
ル通信などに関する知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
　LANやインターネットなどのコンピュータに
よる通信とその利便性について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　LANやインターネットなどのコンピュータに
よる通信を効果的に活用しようとしている。

○ ○

第2章　データベース
【知識・技能】
　データベースの特徴や機能につい
て理解させる。
【思考・判断・表現】
　データベースのはたらきや必要性
について考察し，その結果を適切に
表現させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　データベースの機能やしくみにつ
いて理解しようとさせる。

・データベースの概念及びデータ
ベース管理システムの機能やデー
タの損失を防ぐしくみについて理
解させる。

・データベースが活用されている
情報システムについて，それらが
サービスを提供するしくみや特
徴，社会生活に果たす役割と影響
を理解させるとともに，サービス
の効果的な活用について考えさせ
る。

【知識・技能】
　データベースの特徴や機能について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
　データベースのはたらきや必要性について
考察し，その結果を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　データベースの機能やしくみについて理解
しようとしている。

○ ○ ○

3

合計

70



年間授業計画　新様式例

科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第2章　社会を支えるコンピュータ

　3 情報通信ネットワーク

　4 インターネットのしくみ

　5 情報セキュリティ

第3章　コミュニケーションと情報
デザイン

1 情報表現のためのソフトウェア

・演習を通して，実際の情報処理
の過程を理解するとともに，自分
で活用できるように基本的な技術
を身に付ける。

・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWeb
ページを作成することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなど
を引き出す思考技術について理解する。
・情報を活用するソフトウェアについて理解
する。

○ ○ ○

1

２
学
期

第1章　私たちの生活と農業の情報
化

4 農業を支える情報

第2章　社会を支えるコンピュータ

　1 コンピュータのしくみ

　2 データや情報の表現

農業にどのように活用されている
か，情報化社会におけるモラルと
セキュリティの重要性，身に付け
た技術を理解する。

・さまざまなアプリケーションソ
フトウェアの演習を通して，実際
の情報処理の過程を理解するとと
もに，自分で活用できる
ように基本的な技術を身に付ける
よう理解する。

・農業の情報化の発展とデータ収集の大切さ
について理解する。

○ ○ ○ 16

定期考査 ワークシート・コンピュータ演習・ノート
○ ○ ○

16

ワークシート・コンピュータ演習・ノート
○ ○ 〇

ワークシート・コンピュータ演習・ノート
○ ○ 〇

態
配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
第1章　私たちの生活と農業の情報
化

　1 情報社会における私たちの生活

　2 情報とメディア

・コンピュータ教室のルールを理
解する。
・私たちの生活のなかには，情報
を活用したさまざまな技術が生か
されている。それらの個々の技術
に目を向けるとともに，農業にど
のように活用されているか，情報
化社会におけるモラルとセキュリ
ティの重要性，身に付けた技術を
どのように活用するか，などを理
解する。

・コンピュータ使用のアカウントとパスワー
ドを確認のうえ，起動と終了方法理解する。

・データと情報，意思決定の過程と情報社会
の発展について理解する。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

第1章　私たちの生活と農業の情報
化

　3 情報社会とモラル

　4 農業を支える情報

・農業を支える情報とは何か。情
報化社会におけるモラルとセキュ
リティの重要性，身に付けた技術
をどのように活用するか，などを
理解する。 ・メディアリテラシーを身に付ける必要性を

理解する。
・情報化社会の光と影について考えるととも
に，SNSの使い方や，個人情報の取り扱い，知
的財産権の保護，モラルについて考える。

○ ○ ○ 16

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

農業と

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

農業に関する情報等をその目的や条件に合わせ
て活用できる知識と技術を体系的・系統的に理
解している。農業に関するついて、体系的・系
統的に理解するとともに、関連する技術を身に
付けるようにする。

農業情報の活用について，環境への配慮や法令
遵守などの職業人に求められる倫理観をもって
思考を深め，科学的な根拠などに基づいて創造
的に判断し，その過程や結果を適切に表現して
いる。

農業情報を活用した事例をもとに，環境保全や
農林業の持続的発展に果たす意義や役割に関心
をもちながら，農業の振興や社会貢献に主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

農業と情報　「実教出版」

農業 農業の各分野を学び、理解を深めることで社会を構築する職業人を育成する

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

小瀧直樹

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科　農業 農業と環境
農業 農業と情報 2



合計

70

○ 15

定期考査 ワークシート・コンピュータ演習・ノート
○ ○ ○ 1

３
学
期

第3章　コミュニケーションと情報
デザイン
　2 文書の作成と表現
　
　3 データの集計と視覚化
　
　4 データベースシステムとオープ
ンデータ

　5 画像・図形処理ソフトウェアの
利用

　6 プレゼンテーション

・さまざまなアプリケーションソ
フトウェアの演習を通して，実際
の情報処理の過程を理解するとと
もに，自分で活用できるように基
本的な技術を身に付ける。また，
問題解決の過程やアイディアや気
づきを引き出す思考技術を理解す
る。

・文章作成ソフトウェアを利用して文書を作
成できる。
・表計算ソフトウェアを利用してデータの処
理とグラフ作成等の視覚化ができる。
・データベースソフトウェアの特徴と機能を
理解し，データを活用することができる。
・画像図形処理・動画編集等のソフトウェア
を利用して基本的な画像処理・動画編集を行
うことができる。
・プレゼンテーションソフトウェアを利用し
て基本的なプレゼンテーションを行うことが
できる。

○ ○

定期考査
○ ○ ○ 1

第2章　社会を支えるコンピュータ

　3 情報通信ネットワーク

　4 インターネットのしくみ

　5 情報セキュリティ

第3章　コミュニケーションと情報
デザイン

1 情報表現のためのソフトウェア

・演習を通して，実際の情報処理
の過程を理解するとともに，自分
で活用できるように基本的な技術
を身に付ける。

・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWeb
ページを作成することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなど
を引き出す思考技術について理解する。
・情報を活用するソフトウェアについて理解
する。

○ ○ ○

２
学
期

16



年間授業計画　新様式例

科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科　農業 農業と情報
農業 農業と情報 2

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢
献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

農業と

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

農業に関する情報等をその目的や条件に合わせ
て活用できる知識と技術を体系的・系統的に理
解している。農業に関するついて、体系的・系
統的に理解するとともに、関連する技術を身に
付けるようにする。

農業情報の活用について，環境への配慮や法令
遵守などの職業人に求められる倫理観をもって
思考を深め，科学的な根拠などに基づいて創造
的に判断し，その過程や結果を適切に表現して
いる。

農業情報を活用した事例をもとに，環境保全や
農林業の持続的発展に果たす意義や役割に関心
をもちながら，農業の振興や社会貢献に主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

農業と情報　「実教出版」

農業 農業の各分野を学び、理解を深めることで社会を構築する職業人を育成する

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
第1章　私たちの生活と農業の情報
化

　1 情報社会における私たちの生活

　2 情報とメディア

・コンピュータ教室のルールを理
解する。
・私たちの生活のなかには，情報
を活用したさまざまな技術が生か
されている。それらの個々の技術
に目を向けるとともに，農業にど
のように活用されているか，情報
化社会におけるモラルとセキュリ
ティの重要性，身に付けた技術を
どのように活用するか，などを理
解する。

・コンピュータ使用のアカウントとパスワー
ドを確認のうえ，起動と終了方法理解する。

・データと情報，意思決定の過程と情報社会
の発展について理解する。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

第1章　私たちの生活と農業の情報
化

　3 情報社会とモラル

　4 農業を支える情報

・農業を支える情報とは何か。情
報化社会におけるモラルとセキュ
リティの重要性，身に付けた技術
をどのように活用するか，などを
理解する。 ・メディアリテラシーを身に付ける必要性を

理解する。
・情報化社会の光と影について考えるととも
に，SNSの使い方や，個人情報の取り扱い，知
的財産権の保護，モラルについて考える。

○ ○ ○ 16

ワークシート・コンピュータ演習・ノート
○ ○ 〇

ワークシート・コンピュータ演習・ノート
○ ○ 〇

1

２
学
期

第1章　私たちの生活と農業の情報
化

4 農業を支える情報

第2章　社会を支えるコンピュータ

　1 コンピュータのしくみ

　2 データや情報の表現

農業にどのように活用されている
か，情報化社会におけるモラルと
セキュリティの重要性，身に付け
た技術を理解する。

・さまざまなアプリケーションソ
フトウェアの演習を通して，実際
の情報処理の過程を理解するとと
もに，自分で活用できる
ように基本的な技術を身に付ける
よう理解する。

・農業の情報化の発展とデータ収集の大切さ
について理解する。

○ ○ ○ 16

定期考査 ワークシート・コンピュータ演習・ノート
○ ○ ○

16

第2章　社会を支えるコンピュータ

　3 情報通信ネットワーク

　4 インターネットのしくみ

　5 情報セキュリティ

第3章　コミュニケーションと情報
デザイン

1 情報表現のためのソフトウェア

・演習を通して，実際の情報処理
の過程を理解するとともに，自分
で活用できるように基本的な技術
を身に付ける。

・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWeb
ページを作成することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなど
を引き出す思考技術について理解する。
・情報を活用するソフトウェアについて理解
する。

○ ○ ○



２
学
期

16

定期考査
○ ○ ○ 1

第2章　社会を支えるコンピュータ

　3 情報通信ネットワーク

　4 インターネットのしくみ

　5 情報セキュリティ

第3章　コミュニケーションと情報
デザイン

1 情報表現のためのソフトウェア

・演習を通して，実際の情報処理
の過程を理解するとともに，自分
で活用できるように基本的な技術
を身に付ける。

・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWeb
ページを作成することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなど
を引き出す思考技術について理解する。
・情報を活用するソフトウェアについて理解
する。

○ ○ ○

３
学
期

第3章　コミュニケーションと情報
デザイン
　2 文書の作成と表現
　
　3 データの集計と視覚化
　
　4 データベースシステムとオープ
ンデータ

　5 画像・図形処理ソフトウェアの
利用

　6 プレゼンテーション

・さまざまなアプリケーションソ
フトウェアの演習を通して，実際
の情報処理の過程を理解するとと
もに，自分で活用できるように基
本的な技術を身に付ける。また，
問題解決の過程やアイディアや気
づきを引き出す思考技術を理解す
る。

・文章作成ソフトウェアを利用して文書を作
成できる。
・表計算ソフトウェアを利用してデータの処
理とグラフ作成等の視覚化ができる。
・データベースソフトウェアの特徴と機能を
理解し，データを活用することができる。
・画像図形処理・動画編集等のソフトウェア
を利用して基本的な画像処理・動画編集を行
うことができる。
・プレゼンテーションソフトウェアを利用し
て基本的なプレゼンテーションを行うことが
できる。

○ ○

合計

70

○ 15

定期考査 ワークシート・コンピュータ演習・ノート
○ ○ ○ 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　１組：　千葉　達弥　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

農業 食品製造
農業 食品製造 3

食品製造

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

食品製造について、体系・系統的に理解し、関
連する知識・技術を身に付ける

食品製造に関する課題を発見し、農業や
農業関連産業に携わる者として合理的
かつ創造的に解決する力を身に付ける

生産性や品質の向上が経営発展へつながる
みずから学び、農業の振興や社会貢献に
主体的かつ協同的に取り組む態度を養う

農業

【 知　識　及　び　技　能 】農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

農業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

A 1章　食品製造の意義と動向
【知識及び技能】
・食品の持つ様々な機能を理解させ
る
【思考力、判断力、表現力等】
・食品生活の変貌から、食品製造の
ニーズが変更している理由について
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
食品産業の意義を理解し、食品産業
と環境について問題解決方法を考え
ることができる。

（指導事項）
・食品化学の内容を関連づけて
指導する。
（教材）
・教科書・実習プリント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
食品製造の意義や食品産業の現状を理解し、食品産業が担っている役割に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
食品産業の課題解決を目指し思考を深め、習得した知識や技術を活用し
て、課題解決方法を表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品産業が担う社会的役割について探究することができる。

○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

C　３章　食品の変質と貯蔵
【知識及び技能】
食品を変質させる要因について理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
食品の変質を防ぐための保存方法に
ついて説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
食品の変質について興味をもち、市
販されている加工品の貯蔵方法につ
いて探究することができる

（指導事項）
・実験（食品化学分野）を関連
づけて授業展開する。
（教材）
・教科書・プリント
・端末の活用

【知識・技能】
食品を変質させる要因について理解している
【思考・判断・表現】
様々な貯蔵法を理解し、加工品に対して適切な貯蔵方法を説明することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品の変質について興味をもち、市販されている加工品の貯蔵方法につい
て探究することができる

10

B ２章　身近な食品の科学
【知識及び技能】
・栄養素の種類と働きについて理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・各栄養素が食品製造に対してどの
ような関わりがあるのかを考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な食品に関する疑問について探
究することができる。

(指導事項)
・実験(食品化学分野）を関連づ
けて授業展開をする
（教材）
・教科書・実習プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
栄養素の種類と人体への働きについて理解している。
【思考・判断・表現】
栄養素の働きについて理解し、生活習慣病などの課題を解決するための商
品開発や栄養素などの影響に対して考え、表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な食品で活用されている化学反応に対して探究することができてい
る。

○ ○ ○

8

D　４章　食品加工と食品衛生
【知識及び技能】
食品衛生が食品の安全や品質を確保
していることを理解している。
食中毒の定義を理解し、様々な食虫
毒の特徴を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生から得た基礎的知識をもと
に、安全な加工食品を製造する工程
を検証することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
食品製造に必須な衛生管理に関して
興味・関心をもち、安全な食品を提
供できる実践的な態度を身につけて
いる。

（指導事項）
・実験（食品化学分野）を関連
づけて授業展開する。
（教材）
・教科書・プリント
・端末の活用

【知識・技能】
・食品衛生が食品安全や食品の品質を確保していることを理解している。
・食虫毒の定義を理解し、各食中毒の特徴を理解している。
【思考・判断・表現】
食品衛生から得た基礎的知識をもとに、製造工程がHACCPなどの基準に当て
はめて適切に行えているかを説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品製造に対して、安全に食品を提供できる実習態度を身につけている。

○ ○ ○ 7

C６章農産物加工　穀類加工
【知識及び技能】
穀類の種類と特徴を理解させるとと
もに、小麦が加工食品の原料になる
までのに、どのような加工がされて
いるのかを理解する。
【思考力・判断力・表現力】
穀類加工品にどのような化学反応を
活用しているかを説明することがで
きる。
【学びに向かう力・人間性】
穀類を活用して製造できる食品製造
品の製造方法について学ぼうとする
意欲を身に付ける

（指導事項）
・実験（食品化学分野）を関連
づけて授業展開する。
（教材）
・教科書・プリント
・端末の活用

【知識・技能】
農産物加工食品の製造過程と原理を知識として習得し、農産物に付加価値
をつけて流通していることを理解している。
【思考力・判断力・表現力】
農産物を原料した加工食品の製造方法を踏まえ、地域の農産物の特徴を生
かした加工食品を製造するプランを立てられる。
【学びに向かう力・人間性】
加工食品の製造に関心を持ち、原材料の特徴を生かし、衛生管理・倫理観
に基づいた食品製造を行う意欲。態度を身に付けている。

○ ○ ○



１
学
期

D　４章　食品加工と食品衛生
【知識及び技能】
食品衛生が食品の安全や品質を確保
していることを理解している。
食中毒の定義を理解し、様々な食虫
毒の特徴を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
食品衛生から得た基礎的知識をもと
に、安全な加工食品を製造する工程
を検証することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
食品製造に必須な衛生管理に関して
興味・関心をもち、安全な食品を提
供できる実践的な態度を身につけて
いる。

（指導事項）
・実験（食品化学分野）を関連
づけて授業展開する。
（教材）
・教科書・プリント
・端末の活用

【知識・技能】
・食品衛生が食品安全や食品の品質を確保していることを理解している。
・食虫毒の定義を理解し、各食中毒の特徴を理解している。
【思考・判断・表現】
食品衛生から得た基礎的知識をもとに、製造工程がHACCPなどの基準に当て
はめて適切に行えているかを説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品製造に対して、安全に食品を提供できる実習態度を身につけている。

○ ○ ○ 7

〇 17

1

２
学
期

D６章農産物加工　穀類加工
【知識及び技能】
穀類の種類と特徴を理解させるとと
もに、小麦が加工食品の原料になる
までのに、どのような加工がされて
いるのかを理解する。
【思考力・判断力・表現力】
穀類加工品にどのような化学反応を
活用しているかを説明することがで
きる。
【学びに向かう力・人間性】
穀類を活用して製造できる食品製造
品の製造方法について学ぼうとする
意欲を身に付ける

（指導事項）
・実験（食品化学分野）を関連
づけて授業展開する。
（教材）
・教科書・プリント
・端末の活用

【知識・技能】
農産物加工食品の製造過程と原理を知識として習得し、農産物に付加価値
をつけて流通していることを理解している。
【思考力・判断力・表現力】
農産物を原料した加工食品の製造方法を踏まえ、地域の農産物の特徴を生
かした加工食品を製造するプランを立てられる。
【学びに向かう力・人間性】
加工食品の製造に関心を持ち、原材料の特徴を生かし、衛生管理・倫理観
に基づいた食品製造を行う意欲。態度を身に付けている。

〇 〇 〇 17

E６章農産物加工　野菜加工
【知識及び技能】
野菜加工の特徴を理解させるととも
に、野菜が加工食品の原料になるま
でのに、どのような加工がされてい
るのかを理解する。
【思考力・判断力・表現力】
穀類加工品にどのような化学反応を
活用しているかを説明することがで
きる。
【学びに向かう力・人間性】
穀類を活用して製造できる食品製造
品の製造方法について学ぼうとする
意欲を身に付ける

定期考査 ○ ○

３
学
期

F７章　畜産物加工
【知識及び技能】
加工食品の原料として特徴と種類を
理解させる。
【思考力・判断力・表現力】
マヨネーズ製造における製造原理を
説明できる
【学びに向かう力・人間性】
卵を活用して製造できる食品製造品
の製造方法について学ぼうとする意
欲を身に付ける

（指導事項）
・実験（食品化学分野）を関連
づけて授業展開する。
（教材）
・教科書・プリント
・端末の活用

【知識・技能】
畜産加工品の製造過程と原理を知識として習得し、食品製造品に付加価値
をつけて流通していることを理解している。
【思考力・判断力・表現力】
畜産物を原料した加工食品の製造方法を踏まえ、地域の畜産物の特徴を生
かした加工食品を製造するプランを立てられる。
【学びに向かう力・人間性】
加工食品の製造に関心を持ち、原材料の特徴を生かし、衛生管理・倫理観
に基づいた食品製造を行う意欲。態度を身に付けている。

〇 〇

（指導事項）
・実験（食品化学分野）を関連
づけて授業展開する。
（教材）
・教科書・プリント
・端末の活用

【知識・技能】
農産物加工食品の製造過程と原理を知識として習得し、農産物に付加価値
をつけて流通していることを理解している。
【思考力・判断力・表現力】
農産物を原料した加工食品の製造方法を踏まえ、地域の農産物の特徴を生
かした加工食品を製造するプランを立てられる。
【学びに向かう力・人間性】
加工食品の製造に関心を持ち、原材料の特徴を生かし、衛生管理・倫理観
に基づいた食品製造を行う意欲。態度を身に付けている。

〇 〇

105

〇 33

定期考査

〇 〇

1

合計



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

探求に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社
会を実現しようとする態度を養う。

播正　圭史

なし

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
探求の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探
究の意義や価値を理解するようにする。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、
まとめ・表現することができるようにする。

○ ○ ○ 7

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

探求の過程において、課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身に付ける。

情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現す
ることができるようにする。

探求に主体的・協働的に取り組む。

知

○ ○ ○ 7

１
学
期

A 課題の設定

【知識及び技能】
探究の基本的な進め方について理
解させるとともに、さまざまな発
想法を用いてアイデアを出した
り、思考ツールを活用してアイデ
アを組み合わせたりできるように
する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
発想の方法や思考ツールを使い分
けることができるようにする。ま
た、自分と関わりのある課題を設
定できるようにするとともに、成
果を仲間に表現できるようにす
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に作業に取り組んだり、仲
間とコミュニケーションをとった
りできるようにする。

・指導事項
１　探究の進め方
２　学校の課題・地域の課題・日本の課題・
世界の課題
３　発想の方法
４　思考ツールで見える化しよう
５　自分と関わりのある分野で課題を設定す
る
６　課題を具体化する
７　仮説を立てる
８　先行研究を調査する
９　課題の変更・修正

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換など
の協働的学習で活用する。

【知識及び技能】
探究の基本的な進め方について理解できた。
また、さまざまな発想法を用いてアイデアを
出したり、思考ツールを活用してアイデアを
組み合わせたりできる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
発想の方法や思考ツールを使い分けることが
できる。また、自分と関わりのある課題を設
定できるとともに、成果を仲間に表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に作業に取り組むとともに、仲間とコ
ミュニケーションをとることができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

B 情報の収集

【知識及び技能】
課題に合った情報収集の方法を理
解するとともに、資料の読解・活
用ができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
課題に合った情報収集の方法を選
ぶことができるようにする。ま
た、体験活動から得られた成果と
課題を整理し、表現できるように
する。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に教材に取り組ませるとと
もに、仲間とコミュニケーション
をとらせる。

・指導事項
10　課題に合った情報収集の方法を考えよう
11　探究ノートの作り方
12　図書館の使い方
13　インターネットで情報収集
14　統計資料を活用しよう
15　さまざまな分野の情報源
16　体験活動をする
17　体験から得られた成果と課題を整理する
18　実験・観察をする
19　実験観察ノートへの記録方法
20　インタビューをしよう
21　インタビューの申し込み
22　インタビューのポイント
23　アンケートの取り方

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換など
の協働的学習で活用する。

【知識及び技能】
課題に合った情報収集の方法を理解するとと
もに、資料の読解・活用ができる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
課題に合った情報収集の方法を選ぶことがで
きる。また、体験活動から得られた成果と課
題を整理し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に教材に取り組むとともに、仲間とコ
ミュニケーションをとっている。

思 態
配当
時数

7

【知識及び技能】
集めた情報の整理の仕方について理解してい
る。また、その情報をもとに、図や表、統計
データを作成できる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
集めた情報を効果的に整理したり、効果的な
図や表を選ぶことができる。また、グループ
ディスカッションで自身の考えを表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に教材に取り組むとともに、仲間とコ
ミュニケーションをとっている。

○ ○ ○

２
学
期

C 整理・分析

【知識及び技能】
集めた情報の整理の仕方について
理解させるとともに、その情報を
もとに、図や表、統計データを作
成できるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
集めた情報を効果的に整理した
り、効果的な図や表を選ぶことが
できるようにする。また、グルー
プディスカッションで自身の考え
を表現できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に教材に取り組ませるとと
もに、仲間とコミュニケーション
をとらせる。

・指導事項
24　集めた情報を整理する
25　調べたことを図や表を表す
26　本の内容を要約する
27　定量・定性の違いを知る
28　統計データをつくってみよう
29　資料の内容を分析する
30　グループディスカッション
31　ほかの人の発言に対して意見をいう

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換など
の協働的学習で活用する。



7

〇〇

7

３
学
期

E 探究実践

【知識及び技能】
一年間学んできた探究の方法につ
いて理解させるとともに、図や表
などを効果的に活用できるように
する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
自分の興味・関心をふまえて探究
課題を選択するとともに、効果的
な図や表、表現方法を選択し、表
現できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に探究課題に取り組ませ
る。

・指導事項
①地域探究
②グローバル探究
③SDGs探究
④防災探究
⑤自然科学探究
から一つテーマを選んで探究し、発表する。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換など
の協働的学習で活用する。

35

合計

7

〇

【知識及び技能】
一年間学んできた探究の方法について理解し
ている。図や表などを効果的に活用できる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
自分の興味・関心をふまえて探究課題を選択
できる。また、効果的な図や表、表現方法を
選択し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に探究課題に取り組んでいる。

【知識及び技能】
集めた情報の整理の仕方について理解してい
る。また、その情報をもとに、図や表、統計
データを作成できる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
集めた情報を効果的に整理したり、効果的な
図や表を選ぶことができる。また、グループ
ディスカッションで自身の考えを表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に教材に取り組むとともに、仲間とコ
ミュニケーションをとっている。

○ ○ ○

２
学
期

○

D まとめ・表現

【知識及び技能】
レポートや論文の構成について正
しく理解させる。また、自身が調
べたことについて、発表資料（ス
ライド）を作成できるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
効果的な発表資料の見せ方を選
択・表現できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に教材に取り組ませるとと
もに、仲間とコミュニケーション
をとらせる。

・指導事項
32　課題解決策を実践してみよう
33　レポートの構成を考える
34　レポートの書き方
35　引用・参考文献のルール
36　論文の書き方
37　英作文にチャレンジ
38　発表の仕方
39　発表資料の作成方法
40　スライド発表のポイント
41　取り組みの振り返り
42　次のプロセスに向けて
43　学びの振り返り

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換など
の協働的学習で活用する。

C 整理・分析

【知識及び技能】
集めた情報の整理の仕方について
理解させるとともに、その情報を
もとに、図や表、統計データを作
成できるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
集めた情報を効果的に整理した
り、効果的な図や表を選ぶことが
できるようにする。また、グルー
プディスカッションで自身の考え
を表現できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に教材に取り組ませるとと
もに、仲間とコミュニケーション
をとらせる。

・指導事項
24　集めた情報を整理する
25　調べたことを図や表を表す
26　本の内容を要約する
27　定量・定性の違いを知る
28　統計データをつくってみよう
29　資料の内容を分析する
30　グループディスカッション
31　ほかの人の発言に対して意見をいう

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意見交換など
の協働的学習で活用する。

【知識及び技能】
レポートや論文の構成について正しく理解し
ている。また、自身が調べたことについて、
発表資料（スライド）を作成できる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
効果的な発表資料の見せ方を選択・表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に教材に取り組むとともに、仲間とコ
ミュニケーションをとっている。 ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科　人間と社会 科目　人間と社会
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

人間と社会 人間と社会 1

播正　圭史

社会的現実に照らし、よりより生き方を選択することができるように、自己と社会との関わりから課題を見出し、情報を収集
し、それらを整理・分析して、多面的・多角的に考察する力を養う。

演習や体験活動に主体的に・協働的に取り組むことにより、人間としての在り方・生き方に対する自覚を深め、自己の生き方を
充実させようとする態度と、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

人間と社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「人間と社会」

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】
予測できない社会の変化や新しい課題に対応するため、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知識及び技能
を身に付ける。

予測できない社会の変化や新しい課題に対応するた
め、主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける。

社会的現実に照らし、よりより生き方を選択するこ
とができるように、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを整理・分析し
て、多面的・多角的に考察する力を養う。

演習や体験活動に主体的に・協働的に取り組むこと
により、人間としての在り方・生き方に対する自覚
を深め、自己の生き方を充実させようとする態度
と、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・指導事項
スマートフォン時代のコミュニ
ケーションについて学び、「遵法
精神、公徳心」の道徳的価値を理
解し、自己を管理するための資
質・能力、態度を育成する。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

里山民家オリエンテーション

【知識及び技能】
 里山民家での活動を通して、主体
的に自己や社会の課題を発見し、解
決に向けて必要な知識及び技能を身
に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　里山民家での活動を通して、自己
と社会との関わりから課題を見出
し、情報を収集し、それらを整理・
分析して、多面的・多角的に考察す
る力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　里山民家での演習や体験活動に主
体的に・協働的に取り組むことによ
り、人間としての在り方・生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を
充実させようとする態度と、よりよ
い社会を実現しようとする態度を養
う。

・指導事項
里山民家オリエンテーション

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
 里山民家での活動を通して、主体的に自己や
社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知
識及び技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
 里山民家での活動を通して、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力がついている。

【主体的に学習に取り組む態度】
 里山民家での演習や体験活動に主体的に・協
働的に取り組むことにより、人間としての在
り方・生き方に対する自覚を深め、自己の生
き方を充実させようとする態度と、よりよい
社会を実現しようとする態度が身に付いてい
る。

○ ○ ○ 5

スマートフォン時代のコミュニケー
ション

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。



１
学
期

5

学ぶことの意義

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

・指導事項
学ぶことの意義について学び、
「真理の探究」の道徳的価値を理
解し、人生を通じて主体的に学び
続けようとする資質・能力、態度
を育成する。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○ 1

荒おこし

【知識及び技能】
 里山民家での活動を通して、主体
的に自己や社会の課題を発見し、解
決に向けて必要な知識及び技能を身
に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　里山民家での活動を通して、自己
と社会との関わりから課題を見出
し、情報を収集し、それらを整理・
分析して、多面的・多角的に考察す
る力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　里山民家での演習や体験活動に主
体的に・協働的に取り組むことによ
り、人間としての在り方・生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を
充実させようとする態度と、よりよ
い社会を実現しようとする態度を養
う。

・指導事項
荒おこし

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
 里山民家での活動を通して、主体的に自己や
社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知
識及び技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
 里山民家での活動を通して、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力がついている。

【主体的に学習に取り組む態度】
 里山民家での演習や体験活動に主体的に・協
働的に取り組むことにより、人間としての在
り方・生き方に対する自覚を深め、自己の生
き方を充実させようとする態度と、よりよい
社会を実現しようとする態度が身に付いてい
る。

○ ○ ○

5

田植え

【知識及び技能】
 里山民家での活動を通して、主体
的に自己や社会の課題を発見し、解
決に向けて必要な知識及び技能を身
に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　里山民家での活動を通して、自己
と社会との関わりから課題を見出
し、情報を収集し、それらを整理・
分析して、多面的・多角的に考察す
る力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　里山民家での演習や体験活動に主
体的に・協働的に取り組むことによ
り、人間としての在り方・生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を
充実させようとする態度と、よりよ
い社会を実現しようとする態度を養
う。

・指導事項
田植え

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
 里山民家での活動を通して、主体的に自己や
社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知
識及び技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
 里山民家での活動を通して、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力がついている。

【主体的に学習に取り組む態度】
 里山民家での演習や体験活動に主体的に・協
働的に取り組むことにより、人間としての在
り方・生き方に対する自覚を深め、自己の生
き方を充実させようとする態度と、よりよい
社会を実現しようとする態度が身に付いてい
る。

○ ○ ○



１
学
期

人間関係を築く

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

・指導事項
人間関係を築くことについて学
び、「相互理解」「思いやり」の
道徳的価値を理解し、よりよい人
間関係を築くための資質・能力、
態度を育成する。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○ 1

5

支え合う社会

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

・指導事項
支え合う社会について学び、「公
共の精神」の道徳的価値を理解
し、主体的に課題を解決する資
質・能力、態度を育成する。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○ 1

外来種の引き抜き

【知識及び技能】
 里山民家での活動を通して、主体
的に自己や社会の課題を発見し、解
決に向けて必要な知識及び技能を身
に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　里山民家での活動を通して、自己
と社会との関わりから課題を見出
し、情報を収集し、それらを整理・
分析して、多面的・多角的に考察す
る力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　里山民家での演習や体験活動に主
体的に・協働的に取り組むことによ
り、人間としての在り方・生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を
充実させようとする態度と、よりよ
い社会を実現しようとする態度を養
う。

・指導事項
外来種の引き抜き

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
 里山民家での活動を通して、主体的に自己や
社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知
識及び技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
 里山民家での活動を通して、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力がついている。

【主体的に学習に取り組む態度】
 里山民家での演習や体験活動に主体的に・協
働的に取り組むことにより、人間としての在
り方・生き方に対する自覚を深め、自己の生
き方を充実させようとする態度と、よりよい
社会を実現しようとする態度が身に付いてい
る。

○ ○ ○



１
学
期

・指導事項
自然との関わり

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○ 1

2

２
学
期

稲刈り

【知識及び技能】
 里山民家での活動を通して、主体
的に自己や社会の課題を発見し、解
決に向けて必要な知識及び技能を身
に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　里山民家での活動を通して、自己
と社会との関わりから課題を見出
し、情報を収集し、それらを整理・
分析して、多面的・多角的に考察す
る力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　里山民家での演習や体験活動に主
体的に・協働的に取り組むことによ
り、人間としての在り方・生き方に
対する自覚を深め、自己の生き方を
充実させようとする態度と、よりよ
い社会を実現しようとする態度を養
う。

・指導事項【自然環境】
稲刈り

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
 里山民家での活動を通して、主体的に自己や
社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知
識及び技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
 里山民家での活動を通して、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力がついている。

【主体的に学習に取り組む態度】
 里山民家での演習や体験活動に主体的に・協
働的に取り組むことにより、人間としての在
り方・生き方に対する自覚を深め、自己の生
き方を充実させようとする態度と、よりよい
社会を実現しようとする態度が身に付いてい
る。

○ ○ ○ 5

自然との関わり

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

Catch Your Dream

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

・指導事項
自分自身の価値観・得意・好きを
見つめ、将来の社会人像を思い描
かせる。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○



２
学
期

・指導事項
　食品ロスを解決する容器を題材
に、情報を多面的・多角的に整
理・分析し、仲間と話し合って結
論を導く。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○ 2
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３
学
期

Mobile Finance Park

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

・指導事項
　将来生きて行くうえで様々なお
金が必要になることを理解し、計
画的な消費活動が必要であること
を実感する。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○ 2

キャリア教育出前授業
「容器が社会を変える？未来をつく
る力」

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

Economics for Success

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

・指導事項
将来生きて行くうえで必要なお金
と収入、社会保障、働き方の関係
について理解し、自身の社会人像
を考える。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ ○
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1

合計

39

一年間の振り返り

【知識及び技能】
　予測できない社会の変化や新しい
課題に対応するため、主体的に自己
や社会の課題を発見し、解決に向け
て必要な知識及び技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　社会的現実に照らし、よりより生
き方を選択することができるよう
に、自己と社会との関わりから課題
を見出し、情報を収集し、それらを
整理・分析して、多面的・多角的に
考察する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働
的に取り組むことにより、人間とし
ての在り方・生き方に対する自覚を
深め、自己の生き方を充実させよう
とする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

・指導事項
　人間と社会の一年間の活動を振
り返り、自己の成長をまとめさせ
る。

・教材
教科書、ノート、パソコン

・一人１台端末の活用
課題を配信・回収、情報共有や意
見交換などの協働的学習で活用す
る。

【知識・技能】
　予測できない社会の変化や新しい課題に対
応するため、主体的に自己や社会の課題を発
見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
　社会的現実に照らし、よりより生き方を選
択することができるように、自己と社会との
関わりから課題を見出し、情報を収集し、そ
れらを整理・分析して、多面的・多角的に考
察する力が付いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　演習や体験活動に主体的に・協働的に取り
組むことにより、人間としての在り方・生き
方に対する自覚を深め、自己の生き方を充実
させようとする態度と、よりよい社会を実現
しようとする態度が身に付いている。

○ ○ 〇


